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し
ら
ず
」
と
し
て
初
句
「
何
故
か
」
り
形
で
、
『
続
古
今
集
』
 
に
も
 
「
怒
り
歌
と
て
」
 
の
詞
書
で
初
句
「
何
故
に
」
の
形
で
、
 
 

共
に
「
西
行
法
師
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
谷
山
茂
氏
甲
御
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の
歌
は
、
『
治
東
三
十
六
人
歌
合
』
に
は
平
経
盛
詠
と
あ
る
。
尤
も
、
初
 
 

句
に
「
何
せ
ん
に
」
と
い
う
異
丑
は
あ
る
が
。
 
 
 

『
治
承
三
十
六
人
散
骨
』
は
、
西
行
・
経
盛
両
人
の
在
世
中
に
成
っ
た
も
町
で
、
文
学
史
上
の
価
値
も
高
い
。
そ
の
書
に
隆
 
 

盛
詠
と
あ
る
歌
が
『
山
家
集
』
等
で
西
行
歌
と
さ
九
る
と
い
う
事
実
は
、
看
過
で
き
な
い
。
 
 
 

問
題
の
歌
は
西
行
代
作
の
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
推
測
も
さ
れ
た
が
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
内
部
徴
証
か
ら
、
そ
 
 

の
可
能
性
ほ
ま
ず
無
い
と
言
え
る
。
 
 

○
 
 

西
行
の
『
山
家
集
』
に
「
恋
」
の
詞
書
で
載
る
、
 
 
 

六
五
九
 
な
に
ゆ
へ
か
け
ふ
ま
で
も
の
を
お
も
は
ま
し
命
に
か
へ
て
あ
ふ
よ
な
り
ゼ
は
 
 

は
、
『
別
本
山
家
集
』
に
「
恋
の
歌
よ
み
け
る
に
」
の
詞
彗
で
載
り
、
『
西
行
上
人
集
』
李
花
亭
文
庫
太
あ
「
追
加
」
 
 

修
行
の
と
き
、
あ
る
山
寺
に
し
ば
ら
く
侍
て
」
の
詞
書
で
初
句
「
何
ゆ
へ
に
」
 
の
形
で
載
る
。
ま
た
、
『
万
代
集
』
 
 

『
山
家
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
存
疑
（
下
）
 
 

－
『
治
承
三
十
」
ハ
人
歌
合
」
所
収
平
経
盛
詠
と
の
関
連
に
わ
い
て
1
 
 

犬
 
井
 
善
 
書
 
 

に
 
「
東
国
 
 

に
ほ
「
題
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（
七
）
 
 

「
何
故
か
」
 
の
歌
は
、
外
部
徴
証
か
ち
経
盛
詠
と
見
て
よ
く
、
内
部
徴
証
か
ら
も
旋
盤
詠
と
す
る
こ
と
へ
の
積
極
的
な
反
証
ほ
無
 
 

い
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
西
行
歌
と
す
る
『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
 
や
 
『
西
行
上
人
集
』
 
の
 
「
追
加
」
に
は
別
人
詠
が
混
入
し
て
 
 

お
り
、
西
行
歌
と
し
て
収
め
る
『
万
代
集
』
『
続
古
今
集
』
は
詠
老
誤
伝
の
ま
ま
を
撰
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
推
理
は
、
論
理
は
通
っ
て
い
る
。
が
、
問
題
は
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
集
に
は
他
人
詠
歌
の
混
入
や
詠
老
の
誤
り
が
他
に
全
く
無
い
、
と
い
う
の
な
ら
、
話
は
違
っ
て
く
る
。
問
題
の
歌
の
み
 
 

が
例
外
と
な
る
理
由
り
説
明
が
つ
か
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
集
に
詠
老
の
誤
り
が
無
い
と
い
う
事
実
が
証
拠
に
な
っ
て
、
逆
に
、
 
 

『
治
承
二
十
六
人
散
骨
』
が
問
題
の
歌
を
経
盛
詠
と
す
る
こ
と
の
方
が
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
 
 
 

か
よ
う
な
懸
念
が
残
る
為
、
本
節
で
は
、
『
山
家
零
』
 
等
に
は
他
に
も
存
疑
歌
や
誤
伝
歌
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
問
題
の
 
 

歌
の
み
が
誤
伝
歌
な
の
で
は
な
い
と
い
う
、
い
ま
一
つ
の
状
況
証
拠
を
提
示
し
て
み
た
い
。
 
 

最
初
に
、
『
山
家
集
』
の
存
疑
歌
の
例
を
示
す
。
 
 
 

こ
の
書
の
所
載
歌
の
詠
宕
を
地
文
献
で
検
討
す
る
と
、
こ
の
喜
に
は
詠
者
の
誤
り
り
無
い
こ
と
が
判
る
。
状
況
証
拠
に
依
る
 
6
6
 
 

と
は
い
え
、
こ
の
書
は
詠
老
認
定
の
為
の
証
拠
価
値
が
高
い
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
問
題
の
歌
は
、
外
部
徴
証
か
ら
は
経
盛
詠
 
 

と
認
定
し
て
よ
い
。
 
 
 

用
語
・
語
法
・
素
材
・
主
題
審
の
点
で
関
頭
の
歌
と
共
通
す
る
と
こ
ち
の
あ
る
歌
が
、
経
盛
歌
に
ほ
多
い
。
内
部
徴
証
か
ら
 
 

も
、
問
題
め
歌
は
経
盛
詠
に
非
ず
と
は
証
明
で
き
な
い
。
経
藍
が
詠
む
可
能
性
は
あ
る
、
と
は
言
え
る
。
 
 
 

要
す
る
に
『
山
家
集
』
所
載
毎
問
題
の
歌
は
、
外
部
徴
証
に
依
っ
て
も
外
部
徴
証
に
依
っ
て
も
、
経
盛
詠
と
観
め
ら
九
る
っ
 
 

（
1
）
 
 
 

以
上
が
、
本
稿
り
「
上
」
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
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海
辺
月
 
 
 

三
一
九
 
き
よ
み
が
た
月
す
む
空
の
う
き
く
も
は
富
士
の
た
か
ね
の
け
ぶ
り
成
け
り
 
 

は
、
『
別
本
山
賽
』
に
同
警
異
文
も
軍
曹
（
旺
撃
他
竺
琴
行
家
集
に
ほ
こ
蒜
は
載
ら
な
い
□
そ
れ
が
、
『
歌
仙
臥
配
』
 
 

に
は
、
萱
蓮
法
師
の
歌
と
し
て
、
同
題
で
琴
■
亮
「
月
す
む
よ
は
の
」
の
形
で
載
る
｛
姉
讐
聖
一
句
を
「
村
雲
は
」
と
す
る
本
も
 
 

あ
る
。
ま
た
、
『
統
治
遺
集
』
 
に
も
、
「
月
の
歌
の
中
に
 
萱
蓮
法
師
」
と
し
て
第
二
三
旬
「
月
す
む
夜
ほ
町
村
雲
は
」
の
形
で
入
集
 
 

し
て
い
る
（
諸
表
q
望
芸
葉
ほ
、
既
に
隙
く
知
ら
れ
て
雷
、
是
古
典
睾
大
系
『
山
家
蓋
塊
和
臥
酎
』
品
注
に
 
 

「
続
拾
遺
五
、
違
法
師
の
歌
に
（
訊
｝
と
あ
る
。
頂
か
誤
伝
か
、
そ
れ
と
も
偶
然
の
符
合
か
、
い
晶
か
に
は
定
め
難
い
」
と
 
 

あ
り
、
『
中
世
甲
文
学
 
歌
論
菓
這
所
収
『
歌
仙
落
書
』
 
の
頭
注
に
も
 
「
続
拾
遺
秋
下
≡
一
一
、
山
家
集
（
国
歌
大
観
本
七
三
〇
 
 

三
）
 
『
海
辺
月
』
西
行
歌
と
し
て
見
ゆ
。
不
審
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
既
に
先
覚
が
詠
宕
存
疑
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
）
 
 
 

『
歌
仙
落
書
』
に
ほ
伝
本
が
多
く
、
詠
老
誤
伝
の
多
い
伝
本
も
あ
る
由
だ
が
、
こ
の
歌
は
諸
本
の
問
に
出
入
り
は
な
い
。
ま
た
、
 
 

（
4
）
 
 

先
覚
の
御
指
摘
あ
と
お
り
、
こ
の
喜
は
『
治
承
二
十
六
人
歌
合
』
に
組
成
・
所
載
歌
両
面
で
影
響
し
て
い
る
。
し
か
も
、
西
行
在
世
 
 

中
の
成
立
で
、
当
時
の
歌
の
詠
老
認
定
の
為
の
証
拠
価
値
は
高
い
。
ま
た
、
『
綻
拾
遺
集
』
 
の
方
も
、
諸
本
が
こ
の
歌
を
登
達
詠
と
 
 

し
て
お
り
、
問
題
ほ
無
い
。
 
 
 

要
す
る
に
、
こ
り
歌
は
、
『
歌
仙
酒
害
』
『
続
拾
遺
集
』
両
書
の
詠
老
の
正
確
度
の
調
査
を
姶
め
と
し
て
、
本
稿
同
様
の
手
続
き
の
 
 

吟
味
を
要
す
る
詠
者
存
疑
歌
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
山
家
集
』
 
に
は
、
そ
し
て
『
別
本
山
家
集
』
に
は
、
問
題
の
歌
の
他
 
 

に
も
存
疑
歌
が
載
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
別
蕃
山
家
集
』
に
存
某
歌
が
在
る
こ
と
は
、
今
の
例
で
も
判
る
が
、
い
ま
一
例
を
示
し
て
、
『
山
家
集
』
に
比
べ
て
存
疑
歌
を
め
 
 

ぐ
る
『
別
本
山
家
集
』
の
後
出
性
を
証
明
す
る
。
 
 

題
ト
ら
ず
（
詐
献
凱
一
 
 
 

七
〇
〇
 
藤
ご
ろ
も
か
さ
ぬ
る
色
ほ
深
け
れ
ど
あ
さ
き
心
の
し
ま
ぬ
は
か
な
さ
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が
西
行
詠
と
す
る
の
は
誤
り
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
重
ね
着
る
」
「
藤
衣
」
の
二
首
は
、
西
行
家
集
と
し
て
ほ
、
『
山
家
集
』
等
の
ご
と
く
贈
答
が
本
来
か
、
『
西
行
上
人
集
』
の
ご
と
 
 

く
西
行
単
独
詠
が
本
来
か
、
今
の
と
こ
ろ
、
稿
者
に
は
判
ら
な
い
。
が
、
『
別
本
山
家
集
』
 
ほ
、
六
八
九
番
と
し
て
、
『
西
行
上
人
 
 

集
』
 
同
様
に
単
独
詠
の
形
を
採
り
つ
つ
、
七
〇
〇
番
に
お
い
て
、
『
山
家
集
』
 
等
に
載
る
公
能
の
返
歌
を
も
西
行
詠
と
誤
っ
て
収
め
 
 

た
、
と
推
軌
で
き
る
。
つ
ま
り
、
『
別
本
山
家
集
』
ほ
『
山
家
集
』
よ
り
後
出
の
本
文
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
 
 

『
西
行
上
人
菓
』
の
「
追
加
」
に
ほ
、
先
覚
の
御
括
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
存
疑
歌
・
誤
伝
歌
が
多
い
。
例
え
ば
、
 
 

前
大
納
言
成
通
、
世
を
そ
む
き
ぬ
と
き
1
て
達
し
け
る
 
 

六
≡
八
い
と
ふ
べ
き
か
り
の
や
ど
り
は
い
で
ぬ
な
り
今
は
ま
こ
と
の
道
を
尋
よ
 
 

ほ
、
『
玉
葉
集
』
に
も
「
前
大
納
吉
成
通
、
世
を
そ
む
き
ぬ
と
聞
き
て
い
竺
か
ほ
し
け
る
西
行
法
師
」
（
毒
ハ
一
と
し
て
載
る
。
 
 

と
こ
ろ
が
、
『
月
詣
集
』
（
背
）
で
ほ
、
 
 
 

ほ
、
『
別
本
山
家
集
』
で
は
、
六
九
二
番
に
始
ま
る
 
「
讃
し
ら
ず
」
 
十
首
中
の
一
首
で
、
西
行
歌
の
扱
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
 
開
 
 

の
歌
を
、
『
山
家
集
』
は
、
 
 

右
大
臣
公
能
、
父
の
服
の
う
ち
に
は
～
な
く
な
り
ぬ
と
き
～
て
、
高
野
よ
 
 

り
と
ぷ
ら
ひ
申
け
る
 
 

七
八
五
か
さ
ね
き
る
ふ
ぢ
の
こ
ろ
も
を
た
よ
り
に
て
心
の
色
を
そ
め
よ
と
ぞ
思
ふ
 
 

と
い
う
西
行
歌
へ
の
全
能
わ
返
歌
と
す
る
（
祇
腎
『
山
家
心
中
集
三
脚
謂
頚
㌃
忙
）
と
『
月
詣
集
』
（
師
表
諾
一
も
同
様
で
あ
 
 

る
。
つ
ま
り
、
「
麻
衣
」
の
歌
は
、
証
拠
価
値
の
高
い
外
部
徴
証
で
、
公
能
詠
と
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

因
み
に
、
『
西
行
上
人
襲
』
（
謂
）
と
『
玉
葉
集
』
｛
宗
四
）
に
は
西
行
の
贈
歌
「
か
さ
ね
き
る
」
買
が
載
り
二
藤
衣
」
と
い
 
 

う
公
能
の
返
歌
は
載
ら
な
い
。
し
か
も
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
別
表
山
家
集
』
 
も
 
「
か
さ
ね
き
る
」
 
の
歌
は
別
に
単
独
で
載
せ
 
 

六
八
 
 

九
番
 
 
）
、
『
西
行
上
人
集
』
や
『
玉
葉
集
』
と
同
じ
扱
い
を
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
「
藤
衣
」
の
歌
ほ
、
『
別
本
山
家
集
』
 
 



「山家集」所載西行歌一首存疑（下）  170  

ヽ
ヽ
 
 

西
住
法
師
 
 

大
納
言
成
通
卿
か
し
ら
お
ろ
し
侍
り
た
り
け
る
に
達
し
け
る
 
 

い
と
ふ
べ
き
か
り
の
宿
り
は
出
に
け
り
今
は
ま
こ
と
の
道
を
尋
ね
よ
 
 

か
へ
し
 

間
じ
く
は
遺
賢
つ
け
よ
か
り
の
宿
た
れ
に
ひ
か
れ
て
出
L
と
か
し
る
（
肺
甜
）
 
 

大
納
言
成
週
 
 

家
集
で
は
確
認
の
手
だ
て
が
無
い
訳
で
あ
る
。
が
、
『
月
詣
集
』
 
は
、
前
述
の
と
お
り
、
詠
老
親
定
の
為
の
証
拠
価
値
が
高
い
。
し
 
ヽ
ヽ
 
 

と
、
西
住
と
成
通
の
臍
答
と
す
る
表
住
に
は
家
集
が
伝
わ
ら
ず
、
差
、
『
成
通
集
』
に
ほ
こ
蒜
答
が
載
ら
ず
〈
轟
禦
牒
鮎
甲
 
 

か
も
、
こ
の
集
は
西
行
を
「
円
位
法
師
」
と
す
る
訳
で
、
転
写
の
間
忙
「
西
行
」
と
「
西
住
」
 
と
い
う
誤
写
が
あ
っ
た
と
考
え
る
必
 
 

要
も
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
こ
の
歌
ほ
西
住
の
詠
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
、
『
西
行
上
人
集
』
の
 
「
追
加
」
 
に
こ
の
歌
が
西
 
 

行
歌
と
あ
る
の
は
、
既
に
誤
っ
て
い
た
『
玉
葉
集
』
り
ご
と
き
も
の
を
引
い
た
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
誤
っ
て
い
た
そ
の
 
 

集
が
如
何
な
る
原
因
で
誤
っ
た
か
、
そ
れ
ほ
判
ら
な
い
が
、
こ
の
歌
が
例
の
西
行
と
江
口
遊
女
の
贈
答
歌
と
似
る
点
が
あ
る
の
も
、
 
 

一
国
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

い
ま
一
例
、
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
の
誤
伝
歌
を
例
示
し
た
い
。
 
 

花
山
院
の
御
璽
の
ほ
と
り
に
て
（
酢
諾
）
 
 
 

六
九
五
 
す
わ
の
海
に
米
す
ら
し
も
夜
も
す
が
ら
き
そ
の
あ
さ
ぎ
ぬ
き
え
わ
た
る
也
 
 

は
、
詞
書
と
散
あ
間
に
甑
齢
が
あ
る
。
冥
ほ
、
こ
の
歌
は
『
久
安
百
首
』
里
暦
原
清
輔
の
歌
で
（
諾
）
、
『
万
代
集
』
に
も
「
久
安
富
 
 

首
に
 
清
輔
剖
臣
」
と
あ
る
。
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
 
は
誤
り
と
い
う
訳
で
ぁ
る
。
こ
う
な
る
と
、
六
九
〇
番
の
詞
書
「
花
 
 

山
院
云
々
」
は
こ
の
六
九
五
番
町
歌
に
ま
で
は
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
詞
書
を
欠
く
と
見
て
よ
い
訳
 
 

で
あ
る
。
詞
書
を
脱
す
と
い
う
ふ
う
な
誤
謬
を
併
せ
て
、
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
に
は
、
誤
伝
歌
が
他
に
も
多
い
の
で
あ
る
。
 
 

『
万
代
集
』
に
も
、
詠
老
存
疑
の
歌
が
散
見
す
る
。
 
 

題
不
知
 
 

中
納
言
家
持
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丁
書
廃
部
蔵
御
所
木
の
一
七
七
番
 
 

歌
め
し
け
れ
ば
塞
」
と
し
て
、
初
摘
〕
「
秋
の
野
に
置
く
自
警
」
の
形
で
載
り
｛
毎
、
『
吉
六
帖
』
も
忠
卑
詠
と
す
る
 
 

（
調
講
瑚
九
）
。
以
上
は
、
『
後
撰
集
』
研
究
で
は
既
に
知
ら
れ
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
万
代
隻
』
が
こ
の
歌
を
家
持
歌
と
す
る
の
ほ
、
撰
歌
資
料
『
家
特
集
』
に
依
る
訳
で
、
こ
の
集
そ
の
も
の
で
町
誤
り
で
は
な
い
。
 
 

『
忠
卑
集
』
と
の
異
文
を
見
て
も
、
そ
れ
は
判
る
。
が
、
こ
の
歌
が
詠
老
存
疑
歌
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
 
 
 

『
万
代
集
』
の
詠
老
誤
伝
の
例
を
一
首
示
し
た
い
。
 
 

斎
官
女
御
 
 
 

だ
い
し
ら
ず
 
 
 

か
く
は
か
り
ま
つ
ち
の
山
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す
心
し
ら
で
や
主
に
晴
ら
ん
（
彗
 
 

ほ
、
『
斎
官
女
御
集
』
の
本
文
を
迫
っ
て
み
る
と
、
 
 

又
ま
か
で
給
て
、
五
日
ま
で
ま
い
り
給
は
ぎ
り
け
れ
は
 
 
 

二
八
 
さ
と
に
の
み
な
き
わ
た
る
な
る
ほ
と
～
ぎ
す
わ
が
ま
つ
と
き
に
な
ど
か
つ
れ
な
き
 
 

返
し
 
 
 

二
九
 
ほ
と
～
ぎ
す
な
き
て
の
み
ふ
る
こ
ゑ
を
だ
に
き
か
ぬ
人
こ
そ
つ
れ
な
か
り
け
れ
 
 

と
き
こ
へ
給
た
り
し
に
、
う
ち
の
き
か
ぬ
と
か
あ
り
し
か
ば
と
て
 
 
 

看
か
く
ば
か
り
ま
つ
ち
の
山
岸
と
ゝ
ぎ
す
心
し
ら
で
や
主
に
な
く
ら
ん
（
櫨
頂
譲
猷
翳
）
 
 

と
あ
り
、
「
か
く
は
か
り
」
聖
二
〇
番
ほ
村
上
天
皇
の
詠
な
の
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
『
三
十
六
人
集
』
の
 
『
さ
い
ぐ
う
の
女
御
』
 
 

岩
○
番
（
旭
票
）
や
『
村
上
御
集
』
三
七
番
二
三
四
番
（
感
梢
猷
鞘
棚
）
で
も
村
上
天
皇
詠
で
あ
り
、
『
続
古
今
集
』
も
「
題
 
 
 

曖
部
蔵
御
所
本
で
は
「
雉
歌
」
二
一
九
番
に
載
る
 
 

あ
る
。
書
陵
部
蔵
［
空
ル
〕
禾
の
一
〇
番
（
用
い
 
 

報
告
（
㌍
い
丑
 
 

秋
の
夜
の
庭
の
し
ら
露
け
さ
み
れ
は
玉
や
し
け
る
と
お
ど
ろ
か
れ
つ
二
鵬
即
鮎
）
 
 

は
、
『
＝
王
ハ
人
集
』
の
『
家
持
集
』
に
警
。
即
ち
、
西
本
警
本
で
は
「
秋
歌
」
一
七
六
番
と
二
二
四
呆
㌍
甥
克
も
）
、
書
 
 

「
秩
の
 
 

つ
ゆ
L
 
 

（
規
掘
脂
収
一
。
と
こ
ろ
が
、
『
忠
卑
集
』
に
も
こ
の
歌
は
思
考
歌
と
し
て
載
る
の
で
 
 
 
漂
時
の
T
 

“
詳
し
け
）
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
『
後
撰
集
』
に
も
、
「
聖
ロ
の
御
時
 
 

西
本
願
寺
本
『
三
十
六
人
集
』
本
の
八
四
且
沌
臣
報
。
謡
 
 

7（）  
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↓
ら
ず
天
暦
御
歌
」
〔
軸
巴
と
す
る
。
『
万
代
集
』
の
誤
り
の
原
因
は
警
あ
ろ
う
が
、
墳
歌
資
料
が
、
『
斎
官
女
御
集
』
で
あ
れ
 
 

『
村
上
御
集
』
で
あ
れ
、
他
撰
で
あ
る
た
め
、
天
皇
に
も
女
御
に
も
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
誤
解
が
生
じ
た
と
見
え
 
 

（
7
）
 
 

る
。
尤
も
、
こ
の
歌
が
、
本
歌
と
関
わ
っ
て
、
女
性
の
「
待
恋
」
の
歌
と
も
と
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
与
っ
た
で
あ
ろ
う
が
。
 
 
 

問
題
の
「
何
故
か
」
 
の
歌
の
場
合
、
『
万
代
集
』
『
続
古
今
集
』
 
双
方
が
誤
っ
て
い
た
訳
だ
が
、
こ
の
歌
の
場
合
、
『
万
代
集
』
は
 
 

誤
り
『
続
古
今
集
』
は
正
し
い
ゥ
敢
て
こ
の
歌
を
例
示
し
た
所
以
で
あ
る
。
 
 

は
、
正
し
く
は
、
延
喜
十
三
年
十
月
十
三
日
『
内
裏
菊
合
』
の
藤
原
興
風
の
歌
で
あ
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
、
第
三
句
が
一
．
花
な
れ
 
 

は
」
と
あ
る
。
『
興
鮎
』
に
は
こ
の
歌
は
見
え
な
い
が
、
『
続
千
載
集
』
に
は
「
警
の
御
時
雷
に
雷
興
凧
」
（
宗
）
と
し
 
 

て
第
三
句
「
花
な
れ
ば
」
 
の
形
で
、
『
万
代
集
』
 
に
も
 
「
延
吾
十
三
年
内
衰
菊
合
に
 
異
風
」
と
し
て
下
旬
「
い
く
た
び
折
て
か
ぎ
 
 

し
き
ぬ
ら
む
」
の
形
で
、
正
し
く
撰
ば
れ
て
い
る
。
稿
者
は
『
続
古
今
集
』
 
の
詳
し
い
本
文
調
査
も
全
歌
の
詠
者
確
認
も
試
み
た
訳
 
 

で
ほ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
集
に
は
読
者
誤
伝
歌
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

以
上
の
と
お
り
、
『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
『
西
行
上
人
集
』
 
の
 
「
追
加
」
 
や
『
万
代
集
』
『
統
古
今
集
』
 
に
ほ
、
他
に
も
誤
 
 

伝
∵
存
疑
歌
が
在
る
。
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
が
唯
一
の
存
疑
歌
な
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
問
題
の
歌
を
こ
れ
ら
の
集
が
西
行
 
 

歌
と
す
る
の
も
誤
謬
で
あ
り
得
る
、
と
証
す
る
為
の
有
力
な
状
況
証
拠
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
統
古
今
集
』
に
も
、
詠
者
誤
伝
歌
が
散
見
す
る
。
 
 

同
じ
こ
ゝ
ろ
（
相
一
を
 
延
喜
御
歌
 
 

五
九
八
 
散
り
果
て
～
花
な
き
時
り
菊
な
九
は
移
ろ
ふ
色
り
 
 

（
8
）
 
 

惜
く
も
あ
る
戟
（
相
鰍
）
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（
八
）
 
 

『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
や
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
、
あ
る
い
ほ
『
万
代
集
』
『
綻
古
今
集
』
が
「
何
故
か
」
の
歌
を
西
 
 

行
歌
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
で
は
、
ど
の
集
が
最
初
に
誤
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
。
以
下
、
 
 

数
節
に
わ
た
り
、
問
題
の
歌
を
め
ぐ
る
西
行
家
集
等
の
流
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
 
 

本
稿
の
冒
頭
に
、
問
題
の
歌
の
詩
集
に
わ
け
る
詞
書
を
示
し
た
。
そ
の
折
聖
一
一
口
及
せ
ず
に
お
い
た
が
、
『
西
行
上
人
集
』
 
の
「
追
 
 

加
」
で
は
、
詞
書
と
「
何
故
に
」
の
歌
の
間
に
組
鮨
が
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
問
題
か
ら
、
検
討
を
始
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

『
西
行
上
人
菓
』
の
「
追
加
」
の
問
題
の
歌
の
詞
書
以
下
は
、
 
 

東
国
慣
行
の
と
き
、
あ
る
山
寺
に
し
ば
ら
く
侍
て
 
 
 

七
二
入
 
山
た
か
み
皆
ね
を
し
む
る
柴
の
戸
に
し
ば
し
も
さ
ら
ば
世
を
の
が
れ
は
や
 
 
 

七
二
九
 
雲
に
ま
が
ふ
花
の
本
に
て
な
が
む
れ
ば
お
ば
ろ
に
月
ほ
み
ゆ
る
な
り
け
り
 
 
 

七
三
〇
 
ゆ
ふ
さ
れ
や
た
は
ら
が
み
ね
を
こ
へ
行
ば
す
ご
く
き
こ
ゆ
る
山
ば
と
の
こ
ゑ
 
 
 

七
≡
一
 
 
 

七
三
二
 
 
 

七
三
三
 
 
 

七
三
四
 
 
 

七
三
五
 
 
 

七
三
二
ハ
 
 

で
あ
る
。
 
 さ

ら
ぬ
だ
に
世
の
ほ
か
な
さ
を
思
ふ
身
に
鴇
鳴
わ
た
る
L
の
～
め
の
牢
 
 

秋
た
つ
と
人
は
つ
げ
ね
ど
し
ら
れ
け
り
太
山
り
す
そ
の
風
の
け
L
き
忙
 
 

い
か
に
観
き
よ
く
く
も
ら
ぬ
身
と
成
て
心
の
月
の
影
を
見
る
べ
き
 
 

君
も
と
へ
故
も
し
の
ば
ん
先
だ
～
は
月
を
形
見
に
お
も
ひ
出
つ
～
 
 

何
ゆ
へ
に
今
日
ま
で
物
を
お
も
は
ま
L
命
に
か
へ
て
達
世
な
り
せ
□
 
 

う
き
を
う
し
と
お
も
は
ぎ
る
べ
き
我
み
か
は
何
と
て
人
り
恋
し
か
る
ら
ん
 
 

七
≡
七
番
で
詞
書
が
 
「
題
不
知
」
 
と
変
り
、
形
の
上
で
ほ
、
以
上
り
七
二
八
番
か
ら
七
三
六
番
ま
で
が
一
ま
と
ま
り
に
 
 
 

門  
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る
の
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
前
節
で
、
六
九
五
番
を
例
に
し
て
、
「
追
加
」
 
に
は
詞
書
が
省
か
れ
た
結
果
と
し
て
の
存
疑
歌
が
あ
る
 
 

と
い
う
こ
と
を
、
殊
更
に
例
証
し
た
所
以
で
あ
る
。
 
 

亡
U
 
 1
6
 
 
存
疑
と
い
え
ば
、
卑
見
た
歌
の
内
、
七
二
八
番
に
つ
い
て
、
伊
藤
嘉
未
氏
が
「
読
み
口
は
西
行
で
あ
る
が
、
他
に
確
か
な
出
典
が
 
ー
3
 
 
 

七
三
二
⊥
山
居
初
秋
」
（
山
家
豊
玉
・
別
本
虹
七
）
。
『
西
行
物
語
』
に
も
載
る
。
 
 

七
≡
⊥
心
に
お
も
謀
る
事
を
」
（
山
家
集
軌
。
）
。
『
西
行
物
語
』
忙
も
載
る
。
 
 
 

七
≡
四
－
『
西
行
物
語
』
に
載
る
。
「
折
ふ
し
、
そ
の
夜
、
月
お
も
し
ろ
か
り
け
九
ほ
」
と
あ
る
。
 
 

七
三
五
1
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
。
詞
書
は
既
掲
。
 
 

七
三
六
－
「
恋
の
歌
書
よ
誇
る
に
」
〔
松
異
本
山
家
集
∵
「
恋
の
警
誇
る
に
」
（
別
盈
七
∵
「
讐
ら
ず
」
（
万
代
増
三
・
 
 
 

続
古
今
笠
）
÷
恋
歌
と
て
よ
め
る
」
言
葉
撃
 
 

と
い
っ
た
具
合
に
、
砲
架
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
合
う
詞
書
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
 
 

（
川
）
 
 

加
」
に
於
け
る
問
題
の
歌
の
前
後
は
、
詞
書
を
省
い
て
歌
の
み
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
問
題
の
歌
が
詞
書
と
組
齢
す
 
 

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

七
二
八
番
は
確
か
に
詞
書
と
歌
の
内
容
と
が
合
致
す
る
。
が
、
七
二
九
番
は
春
、
七
三
〇
番
は
旅
、
七
三
一
番
は
無
常
、
七
三
二
 
 

番
は
秋
、
七
三
三
・
四
番
は
釈
教
・
述
懐
の
月
の
歌
、
七
三
五
番
が
問
題
の
恋
歌
、
七
三
六
番
も
恋
、
と
い
う
具
合
で
、
「
東
国
慣
 
 

行
り
と
き
云
々
」
と
い
う
詞
書
と
は
関
連
が
た
い
。
 
 
 

七
二
九
春
以
降
は
詞
喜
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
そ
れ
は
、
以
上
の
歌
の
他
集
に
お
け
る
詞
書
を
見
て
も
判
る
。
「
東
 
 

国
修
行
り
と
き
云
々
」
り
七
二
八
番
は
他
焦
に
見
え
な
い
歌
だ
が
、
そ
の
他
の
歌
は
、
 
 

七
二
九
1
「
花
の
し
た
に
て
月
を
み
て
よ
み
け
る
」
（
山
家
盈
｝
・
「
花
蔭
に
て
月
見
る
旦
別
本
一
一
一
二
∵
「
花
の
下
に
て
見
月
と
い
 
 

▲
 
 

七
≡
一
－
「
だ
い
し
ら
ず
」
 
 

七
三
〇
－
「
蕃
山
路
」
 
 

ふ
心
を
」
（
 
 
・l．、  

中  
集   

ノー■■、＝ゴー  

山‾八   
′＿、家、■・J  
山 集  
「
花
の
し
た
に
て
月
を
き
」
（
上
人
集
紅
九
†
『
西
行
物
語
』
に
も
載
る
。
 
 

家
具
五
 
 

完
∵
「
山
路
タ
」
（
別
本
地
二
∵
「
家
集
夕
ぐ
れ
の
山
路
」
貫
木
筆
）
 
 
 

別  
本  
梱
九
T
「
家
‖
翠
雑
歌
中
、
哲
（
未
木
讃
七
）
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李
花
革
文
庫
本
r
西
行
上
人
集
」
 
「
追
加
」
所
載
酸
他
文
献
所
収
一
驚
 
 

境
後
援
 
 
二
一
 
 

新
古
今
丁
八
七
九
 
 

競
拾
遺
二
一
一
五
九
 
 

兢
拾
遺
 
 
九
一
 
 

統
径
痍
 
二
六
五
 
 

重
菓
 
 
八
一
五
 
 

疏
古
今
 
七
〇
一
 
 

玉
葉
 
一
四
四
 
 

玉
菓
一
入
三
七
 
 

新
古
今
一
入
七
七
 
 

新
古
今
一
入
七
八
 
 

勅
撰
集
富
加
 
 

一
一
↓
五
 
 

一
〇
一
五
 
 

針
」
町
F
甘
風
．
引
旦
針
針
引
 
 

間
者
二
二
 
 

閏
害
四
八
 
 
 

清
 
 
輔
 
 
夫
未
着
二
六
 
 

真
木
巻
二
五
 
 

万
代
腎
六
 
 

未
木
啓
二
〇
 
 

菓
真
如
 
 
 

兼
木
巻
二
〇
 
 
 

夫
晶
二
〇
 
 

真
木
巻
二
〇
 
 

東
本
巻
≡
三
 
 

夫
未
巻
二
〇
 
 

美
東
巻
二
一
 
 

夫
本
巻
二
二
 
 

葉
豊
酷
 
 

夫
未
巻
≡
山
 
 

未
木
巻
≡
疇
 
 

（
山
・
別
ハ
寂
然
｝
 
 
 

勅
 
撰
 
集
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五
〇
≡
］
四
七
八
 
 
 

開
一
一
≡
 
 

御
三
六
左
 
 

御
二
一
右
 
 

宮
二
〇
左
 
 

西
行
物
語
 
 

月
詣
巻
三
旅
 
 

西
行
物
議
 
 

西
行
物
語
 
 

真
木
巻
〓
ハ
 
 

西
行
物
語
 
 

夫
木
巻
三
〇
 
 

西
行
物
語
 
 

玄
玉
 
巻
七
 
 

支
玉
 
巻
三
 
 

西
行
物
語
 
 

万
代
 
巻
六
 
 

真
玉
 
巻
二
 
 

西
行
物
語
 
 

玉
葉
一
一
入
九
 
 

玉
葉
 
二
二
六
五
 
 

新
古
今
 
八
三
七
 
 

玉
葉
 
二
三
三
二
 
 

玉
葉
 
 

新
吉
今
 
 

新
古
今
 
 

新
古
今
 
 

掠
後
撰
 
 

新
古
今
 
 

新
古
今
 
 

玉
葉
 
 

玉
葉
 
 

千
載
 
 

玉
黄
 
 

玉
葉
 
 

千
載
 
 
 

六
〓
ハ
 
 
 

三
六
七
 
 
 

五
三
八
 
 
 

五
入
五
 
 
 

四
五
一
 
 
 

二
六
二
 
 
 

二
六
三
 
 
 

九
〇
四
 
 
 

九
〇
五
 
 

〓
一
七
五
 
 

二
二
三
二
 
 

一
一
一
一
 
 
 

五
叫
五
 
 

〓
ニ
八
田
 
 

〓
ニ
八
八
 
 

五
四
五
 
 

四
三
九
 
 

一
四
三
八
 
 

上
人
集
既
 
 

閏
一
一
九
 
 

御
二
≡
左
 
 西

行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

真
木
巻
ニ
ー
 
 

宝
玉
 
巻
三
 
 

唯
心
房
集
 
 

夫
禾
巻
≡
－
 
 

未
水
巻
二
≡
 
 

真
木
巻
二
六
 
 

兼
禾
巻
三
〇
 
 

東
水
巻
三
〇
 
 群

青
今
一
四
四
七
 
 

新
勅
撰
 
四
一
五
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三
六
 
 
 

≡
七
 
 
 

≡
八
 
 
 

三
九
 
 

六
四
〇
 
 
 

四
一
 
 
 

四
二
 
 
 

四
三
 
 

四
四
 
 
 

四
五
 
 
 

四
六
 
 
 

四
七
 
 
 

四
八
 
 
 

四
九
 
 

六
五
〇
 
 
 

五
一
 
 
 

五
二
 
 
 

五
三
 
 
 

鎚
二
ル
㍑
 
 

三
一
四
 
 

六
五
〇
 
 

〓
ニ
四
六
 
 

〓
一
七
〇
 
 

六
二
一
 
 

御
二
七
左
 
 

御
二
五
右
 
 
 

月
詣
巻
由
恋
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
議
 
 

万
代
巻
一
九
 
 

月
島
九
雑
 
 

万
代
巻
一
二
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

ま
 
巻
三
 
 玉

葉
一
二
七
〇
 
 

玉
葉
 
∵
五
二
四
 
 

玉
葉
一
六
九
二
 
 

新
古
今
一
〇
九
九
 
 

薪
古
今
一
一
八
五
 
 

薪
古
今
二
九
≡
 
 

読
後
塊
 
八
四
四
 
 

続
錬
撰
 
九
〇
六
 
 

新
古
今
〓
一
〇
〇
 
 

新
古
今
ご
一
〇
五
 
 

新
古
今
ご
〓
二
〇
 
 
 

疏
後
拾
〓
一
六
五
 
 

玉
葉
 
二
四
五
四
 
 

玉
葉
 
二
四
六
六
 
 

鏡
後
塵
二
一
二
九
 
 

玉
葉
 
二
田
六
八
 
 

T
二
六
九
 
 

六
五
九
 
 

松
 
田
一
 
 

一
八
九
 
 
 

八
八
七
 
 
 

八
七
二
 
 

一
〇
九
八
 
 

〓
ニ
四
七
 
 

九
七
 
 

六
三
一
 
 

五
七
七
 
 

治
ま
綻
盛
 
 

為
家
他
家
吉
 
 

首
 
家
長
 
 
 

万
代
啓
一
 
西
行
物
語
 
 

東
水
巻
 
 

未
未
巻
一
 
 

兼
本
巻
二
七
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

万
代
巻
一
〇
 
 

万
代
巻
〓
ニ
 
 

三九九 几  
競
古
今
一
〇
七
七
 
 

庶
古
今
〓
ニ
八
二
 
 

蹄
千
載
 
二
玉
田
 
 

韓
千
載
 
九
六
九
 
 

続
千
載
 
九
八
〇
 
 

玉
葉
 
二
九
〇
 
 

玉
葉
 
〓
ハ
七
二
 
 

王
菓
 
一
四
五
 
 
 

‥
 

横
簑
錮
勅
三
 
 

新
千
載
二
二
〇
六
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一
一
九
五
 
 

一
一
九
三
 
 

聞
二
〓
ハ
 
 

閲
二
〇
一
 
 

宮
一
四
左
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

西
行
物
語
 
 

ま
木
■
経
正
 
 

感
正
集
六
九
 
 

西
行
物
語
 
 

真
木
，
不
知
 
 

良
子
具
合
 
 

兼
木
巻
二
七
 
 

夫
木
巻
二
七
 
 新

古
今
一
六
三
〇
 
 

新
古
今
一
七
四
六
 
 

新
古
今
一
七
四
七
 
 

新
吉
今
一
七
四
九
 
 

斬
首
今
一
八
二
八
 
 
 

新
古
今
一
五
三
二
 
 

警
今
菅
田
五
 
 
 

涜
拾
遺
 
八
二
二
 
 

六
一
 
 
 

六
二
 
 
 

六
≡
 
 
 

六
四
 
 

六
五
 
 
 

六
六
 
 
 

六
七
 
 
 

六
八
 
 

古
へ
九
 
 

七
七
〇
 
 

五
一
 
 
 

五
二
 
 
 

五
三
 
 
 

五
四
 
 
 

五
五
 
 
 

五
六
 
 
 

五
七
 
 
 

五
入
 
 
 

五
九
 
 

七
六
〇
 
 一

〇
二
二
 
 

一
七
六
 
 

五   五  
＿＿＿叫一＿［＿＿［  
聞  出上残出上出上  
一  一人集一人一人   

上
人
集
既
 
 

出
 
二
五
 
 

残
集
 
四
 
 

囲
碧
七
三
 
 

残
業
 
九
 
 

五集  
六既  
五集五集  
七五既四既  

共 栄 兼 真 一矢  
木 未 水 木 木  

克 夫 先 夫 共・夷‾‾‾東 夷 真   
木 木 売 木 木 木 木 木 木  

巻  
三 巻  
二八八  
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八
一
 
 
 

八
二
 
 
 

八
三
 
 
 

八
田
 
 
 

八
五
 
 
 

八
六
 
 
 

八
七
 
 
 

八
八
 
 
 

八
九
 
 

六
九
〇
 
 
 

九
〟
 
 
 

九
二
 
 

七
六
 
 
 

七
七
 
 
 

七
八
 
 
 

七
九
 
 

六
八
〇
 
 一
一
六
五
 
 

注
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
集
ほ
、
西
行
詠
と
ほ
せ
ず
、
 
 

講
談
社
学
術
文
庫
本
（
桑
原
博
史
氏
著
）
 
に
依
る
。
 
 
 

聞
 
五
八
 
 

官
河
七
左
 
 未

水
巻
二
六
 
 

万
代
 
巻
三
 
 

夫
木
巻
二
一
 
 

夫
木
巻
t
〓
ハ
 
 

真
木
 
巻
四
 
 
 

美
大
巻
三
一
 
 

夫
木
 
巻
八
 
 

東
大
巻
三
五
 
 

真
木
 
巻
一
 
 新
古
今
∵
八
四
四
 
 

新
古
今
山
九
七
七
 
 

別
人
詠
と
し
て
収
め
る
。
「
西
行
物
語
」
は
、
 
 

一
円
六
三
 
 
 

略
表
系
正
陳
三
年
版
木
を
底
本
と
す
る
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（
n
）
 
 

（
1
2
）
 
 

〔
1
1
）
 
 

な
い
」
と
言
わ
れ
、
七
三
四
番
に
つ
い
て
、
伊
藤
氏
が
「
他
に
所
見
の
な
い
歌
」
、
尾
山
篤
二
郎
氏
が
 
「
未
だ
真
偽
不
明
」
と
疑
わ
 
 

れ
た
。
前
者
は
他
集
に
見
え
ず
、
後
者
は
『
西
行
物
語
』
 
の
み
に
載
る
歌
で
あ
る
ゎ
 
こ
の
よ
う
に
、
「
追
加
」
 
の
問
題
の
歌
の
前
後
 
 

に
は
、
西
行
詠
が
既
に
疑
わ
れ
て
い
る
歌
が
他
に
も
在
る
訳
で
あ
る
。
 
 

以
上
で
、
問
題
の
歌
が
他
案
か
ら
『
西
行
上
人
集
』
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
確
覿
で
き
た
。
が
、
出
所
は
未
だ
判
ら
な
い
。
そ
の
 
 

間
題
の
換
討
の
為
に
、
「
追
加
」
の
全
歌
の
地
文
献
所
収
状
況
を
調
べ
る
と
、
先
の
一
覧
の
様
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
蓑
に
依
り
、
「
追
加
」
一
八
九
首
の
内
『
山
家
集
』
所
載
歌
ほ
一
〇
二
首
（
五
割
四
分
）
の
え
で
あ
る
こ
と
、
『
山
家
集
』
の
 
 

歌
旧
と
は
全
く
関
係
が
無
い
こ
と
、
な
ど
が
判
る
。
『
山
家
集
』
は
「
追
加
」
に
与
っ
て
ほ
い
な
い
と
見
て
よ
い
。
『
山
家
集
』
の
歌
 
 

（
1
4
）
 
 

（
1
3
）
 
 

数
は
、
陽
明
文
庫
本
で
一
五
五
二
首
、
一
方
、
『
西
行
上
人
集
』
の
歌
数
は
、
李
花
亭
文
庫
本
で
五
九
七
首
で
、
こ
の
差
を
見
て
も
、
 
 

『
山
家
集
』
で
追
加
す
る
な
ら
一
〇
二
首
で
済
む
は
ず
が
な
い
と
言
え
る
。
 
 
 

「
追
加
」
と
重
な
る
の
が
四
八
首
り
『
別
表
山
家
集
』
、
六
首
の
 
『
山
家
心
中
集
』
、
一
五
首
の
 
『
闇
書
集
』
、
四
首
の
『
残
集
』
、
 
 

九
首
り
『
御
纂
耀
両
歌
合
』
、
六
首
り
『
宮
村
取
合
』
 
も
、
総
歌
数
の
差
か
ら
考
え
て
、
こ
の
程
直
の
追
加
で
済
む
は
ず
が
無
い
訳
 
 

で
、
こ
れ
ら
も
「
追
加
」
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

要
す
る
に
、
『
西
行
上
人
集
』
の
 
「
追
加
」
は
、
西
行
の
家
集
や
自
歌
合
か
ら
歌
を
追
加
し
た
り
で
ほ
な
く
、
西
行
家
集
以
外
り
 
 

文
献
で
西
行
歌
と
さ
れ
て
い
る
歌
を
拾
っ
て
追
加
L
た
、
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

尤
も
、
そ
の
拾
遺
は
さ
ほ
ど
厳
密
に
行
な
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
、
詞
書
が
省
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
チ
ッ
ク
 
 

で
示
し
た
よ
う
に
誤
伝
歌
も
多
い
。
「
上
人
集
既
出
」
 
と
注
記
し
た
と
お
り
、
『
西
行
上
人
集
』
 
に
既
に
載
る
歌
が
七
首
も
追
加
さ
 
 

れ
、
結
果
的
に
は
重
複
し
て
も
い
る
。
不
徹
底
・
杜
撰
の
諦
は
ま
ぬ
が
れ
ま
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
不
徹
底
・
吐
撰
な
面
は
あ
る
も
り
の
、
「
追
加
」
 
の
歌
の
他
文
献
所
収
状
況
を
見
る
と
、
勅
撰
集
入
集
歌
の
集
中
す
 
 

（
1
5
〕
 
 

る
部
分
、
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
の
集
中
す
る
部
分
、
『
西
行
物
語
』
 
所
載
歌
の
集
中
す
る
部
分
と
い
う
具
合
に
、
「
追
加
」
 
に
は
、
出
 
 

所
に
依
る
と
思
わ
れ
る
歌
の
集
中
が
割
合
明
確
に
認
め
ら
九
る
り
 
尤
も
、
勅
撰
集
の
順
や
そ
の
歌
掴
、
『
真
木
抄
』
『
西
行
物
語
』
の
 
悶
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所
載
慨
と
ま
で
ほ
合
致
し
な
い
。
「
追
加
」
に
「
次
第
不
同
」
と
断
っ
て
あ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
が
、
「
追
加
」
の
順
は
資
料
が
与
ウ
 
即
 
 

て
い
る
と
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
追
加
」
の
資
料
に
勅
撰
集
や
『
夫
木
抄
』
が
あ
る
と
述
べ
た
点
に
関
し
て
、
一
つ
付
け
加
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。
 
 

『
西
行
上
人
集
』
李
花
草
丈
庫
本
の
末
尾
、
つ
号
「
追
加
」
の
直
前
に
、
「
観
応
弐
晶
七
月
日
 
修
行
者
問
嗣
判
」
と
い
う
、
 
 

〓
二
五
一
年
の
奥
書
が
あ
る
。
従
っ
て
、
「
追
加
」
が
行
な
わ
れ
た
の
は
こ
れ
以
後
で
あ
る
。
確
か
に
、
延
文
四
年
（
詰
）
成
君
 
 

『
新
千
載
集
』
入
集
歌
で
あ
る
七
四
五
番
あ
た
り
が
、
「
追
加
」
の
勅
撰
入
集
散
の
下
限
で
あ
る
（
尤
も
、
こ
の
歌
は
『
万
代
集
』
『
西
 
 

行
物
語
』
に
依
る
追
加
の
可
能
性
も
あ
る
が
）
。
そ
し
て
、
『
新
拾
遺
集
』
以
降
聖
二
勅
撰
集
に
、
『
西
行
上
人
集
』
に
載
ら
ず
、
従
っ
 
 

て
追
加
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
の
西
行
歌
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
追
加
さ
れ
な
い
例
が
あ
る
。
こ
の
事
実
ほ
、
「
追
加
」
 
 

は
親
竺
若
さ
ほ
ど
降
ら
ず
貞
治
三
年
（
」
蒜
）
の
『
新
拾
遺
集
』
成
立
以
前
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
 
 

「
追
加
し
の
資
料
に
『
新
千
載
環
』
以
前
の
勅
撰
額
か
あ
っ
た
、
と
は
号
音
 

㌦
）
 
『
夫
木
抄
冨
成
葦
代
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
延
慶
三
年
（
壷
頃
冨
う
で
㌫
追
加
」
？
上
限
の
観
竺
年
よ
り
雫
あ
り
、
 
 

こ
の
集
は
「
追
加
」
の
資
料
に
な
り
得
る
。
『
万
代
集
』
も
、
「
宝
治
二
年
夏
頃
撰
完
了
」
 
と
い
う
奥
書
に
依
れ
ば
、
一
l
一
四
八
年
の
 
 

成
立
で
、
問
題
は
無
い
。
 
 

「
追
加
」
の
初
め
の
部
分
は
、
『
西
行
物
語
』
の
歌
が
集
中
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
物
語
と
の
関
係
は
軽
々
し
く
云
々
で
き
な
い
。
 
 

（
柑
）
 
 

稿
老
の
調
査
は
正
保
三
年
版
木
を
底
未
と
す
る
桑
原
博
史
氏
著
『
西
行
物
語
全
訳
注
』
に
依
る
が
、
こ
の
物
語
に
は
異
種
本
が
多
く
、
 
 

そ
の
本
文
調
査
と
「
追
加
」
所
載
歌
を
比
較
す
る
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
正
保
三
年
版
本
の
本
文
の
成
立
時
期
 
 

（
沌
レ
 
 

も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
物
語
は
桑
原
氏
も
「
鎌
倉
時
代
中
期
お
よ
そ
十
三
世
紀
な
か
ば
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
 
 

さ
れ
て
お
り
、
「
追
加
」
の
為
の
資
料
と
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
、
と
は
見
て
よ
い
。
 
 

以
上
、
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
は
、
『
山
家
集
』
と
ほ
無
関
係
ら
し
い
こ
と
、
資
料
に
依
っ
て
歌
が
集
中
L
て
い
る
こ
と
、
 
 
 



（
九
）
 
 

『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
に
「
何
故
に
」
の
歌
が
載
る
の
は
『
統
古
今
集
』
入
僅
西
行
歌
を
拾
っ
た
こ
と
に
依
る
、
と
い
う
こ
 
 

8
 
 

1
5
 
と
が
ほ
ぼ
明
ち
か
に
で
き
た
。
次
な
る
課
題
は
、
『
続
古
今
集
』
は
こ
り
歌
を
ど
こ
か
ら
撰
ん
だ
か
、
で
あ
る
口
和
論
、
問
題
の
歌
を
 
机
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そ
の
資
料
に
、
西
行
家
尭
以
外
の
せ
融
が
想
定
で
き
る
こ
と
、
等
を
種
々
の
証
拠
に
依
っ
て
示
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
は
、
葉
ほ
、
問
 
 

題
の
「
何
故
か
」
の
歌
が
「
追
加
」
に
収
め
ら
れ
た
事
情
を
推
理
す
る
為
の
、
有
力
な
状
況
証
拠
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
の
問
題
の
歌
（
七
三
五
番
）
の
前
後
は
、
お
お
む
ね
『
山
家
集
』
 
に
載
る
歌
で
は
あ
る
。
が
、
直
 
 

前
の
七
三
四
番
は
『
山
家
集
』
に
載
ら
ず
、
直
後
の
七
三
六
番
も
松
屋
本
に
は
載
る
が
六
家
集
本
系
『
山
家
乗
』
に
は
載
ら
な
い
。
 
 

や
は
り
、
こ
の
歌
の
前
後
は
『
山
家
集
』
と
は
無
関
係
と
見
て
よ
い
。
『
別
本
山
家
集
』
『
山
家
心
中
集
』
等
と
も
関
係
が
無
い
。
つ
 
 

ま
り
、
問
題
の
歌
を
含
め
て
、
こ
の
部
分
は
西
行
家
慌
に
依
っ
て
は
い
な
い
と
見
て
よ
い
訳
で
あ
る
。
 
 
 

注
目
さ
れ
る
り
は
、
問
題
り
七
三
五
番
と
続
く
七
三
」
ハ
番
が
共
に
『
万
代
集
』
と
『
杭
古
今
集
』
に
載
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
 
 

い
ず
れ
か
に
依
っ
て
問
題
の
歌
が
追
加
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
言
え
る
。
 
 
 

但
し
、
．
「
追
加
」
に
載
る
歌
で
『
万
代
集
』
に
も
載
る
歌
は
、
八
首
の
み
で
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
『
西
行
上
人
集
』
不
載
 
 

歌
を
補
う
に
は
程
遠
い
数
で
あ
る
。
L
か
も
、
さ
き
の
表
で
も
判
る
よ
う
に
、
そ
の
八
首
ほ
「
追
加
」
に
散
在
し
、
集
中
し
て
は
い
 
 

な
い
。
『
万
代
集
』
は
、
成
立
年
代
の
点
で
は
 
「
追
加
」
 
の
資
料
で
あ
り
一
得
る
が
、
－
阻
轄
に
は
資
料
と
ほ
さ
れ
た
か
っ
た
と
見
て
よ
 
 
 

ヽ
 
0
 
 

■
．
V
 
 
 

『
続
古
今
集
』
は
と
い
う
と
、
問
題
毎
「
何
故
に
」
の
歌
に
続
く
七
三
六
番
も
『
続
古
今
集
』
入
集
散
で
あ
り
、
以
下
、
『
続
千
載
 
 

菓
』
『
玉
葉
集
』
『
銃
後
拾
遺
集
』
『
新
千
載
集
』
 
と
、
勅
撰
入
集
歌
が
七
四
五
番
ま
で
続
い
て
並
ん
で
い
る
。
問
題
の
歌
に
続
い
て
 
 

勅
撰
東
入
集
歌
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
す
る
と
、
問
題
り
歌
は
、
『
続
古
今
集
』
 
か
ら
『
西
行
上
人
集
』
 
に
追
加
さ
れ
 
 

た
、
と
判
断
す
る
の
が
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
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西
行
歌
と
す
る
『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
『
万
代
集
』
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
訳
だ
が
、
こ
の
集
で
の
誤
り
か
も
知
 
紹
 
 

れ
ず
、
白
紙
に
戻
し
て
考
え
た
い
。
 
 

ま
ず
、
『
治
虞
三
十
六
人
歌
合
』
 
そ
の
も
の
は
 
『
統
古
今
集
』
 
の
撰
歌
質
料
で
は
な
い
と
い
ぅ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
 
 

る
。
次
に
掲
げ
る
蓑
が
、
『
統
古
今
集
』
入
集
歌
で
『
治
承
三
「
六
人
歌
合
』
 
に
載
る
歌
の
地
文
献
所
収
状
況
を
示
す
も
り
で
あ
る
。
 
 

う
疏
古
今
集
』
入
集
散
中
の
「
治
承
三
十
六
人
歌
合
J
所
載
歌
 
 

続
古
今
集
 
 

九
六
六
 
 

ヰ
1
〇
七
七
 
 

］
七
五
三
 
 

一
八
六
二
 
 

一
九
一
≡
 
 

一
七
二
七
痩
宜
し
て
 
 

塁
そ
へ
書
 
 

九
二
面
ぬ
ら
す
 
 

注
、
「
初
句
」
は
「
国
歌
大
観
L
に
放
る
。
「
私
家
集
」
の
～
印
ほ
、
私
家
集
の
伝
存
し
な
い
歌
人
で
あ
畠
こ
と
を
示
す
二
感
仙
落
首
」
 
 

の
歌
番
号
は
、
「
中
世
の
文
学
 
歌
論
集
H
L
に
従
う
。
 
 
 

思
出
も
 
 

君
が
代
は
 
 

恋
L
と
も
 
 

何
故
に
 
 

袖
ぬ
ら
す
 
 

宮
居
せ
L
 
 

㈲
㈲
］
≠
㈲
 
 

軒
政
 
 

筑
範
 
 

菓
定
 
 

在
家
 
 

祐
盛
 
 

俊
成
 
 

俊
成
 
 

繹
盛
 
 

樹
輔
 
 

実
定
 
 

祐
盛
 
 

二
 
 
 

六
 
 
 

一
〇
 
 
 

九
 
 

六
 
 

七
 
 

八
 
 
 

一
〇
 
 
久
安
百
官
・
密
 
 
 

二
一
首
六
十
番
離
合
 
 

．
1
1
 

歌
 

合
 

板
政
集
 
 
三
一
五
 
 

隆
家
集
 
 
 
九
一
 
 

長
秋
詠
藻
 
■
〓
ハ
二
 
 

長
秋
詠
藻
 
二
二
五
 
 

山
家
集
等
 
 

板
輔
集
 
一
〇
八
 
 

林
下
集
 
 
二
九
七
 
 

歌
仙
落
書
二
九
・
競
詞
花
巻
一
五
■
玄
玉
巻
三
・
窯
業
巻
八
 
 

歌
仙
落
書
三
三
 
 

万
代
巻
一
〇
 
 

読
詞
花
巻
一
八
 
 

万
代
巻
】
五
 
 

雲
葉
巻
二
・
万
代
巻
二
 
 

歌
仙
落
書
七
・
万
代
巻
六
・
重
宝
巷
≡
 
 

私
 
 

鍵
 
 

集
 
 

ーー〕 1  
知  
家  
ト  

モ  ロ  

西
行
歌
ト
ス
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こ
れ
で
判
る
よ
う
に
、
こ
の
十
一
首
は
全
て
他
の
歌
合
■
私
家
集
・
私
撰
集
に
載
り
、
『
治
屠
三
十
六
人
歌
合
』
以
外
に
出
所
は
あ
 
 

り
え
な
い
、
と
い
う
歌
は
佃
両
い
。
言
及
す
る
耗
幅
は
無
い
が
、
本
文
の
面
で
も
こ
れ
は
確
認
で
き
る
。
 
 

『
続
古
今
集
』
 
撰
歌
の
件
に
移
る
。
歌
合
や
私
家
集
は
ど
の
勅
撰
集
で
も
撰
歌
質
料
と
し
た
は
ず
だ
か
ら
、
殊
更
に
は
吟
味
し
な
 
 

い
。
た
だ
、
忍
撰
集
に
つ
い
て
ほ
、
一
二
〇
番
と
五
五
一
番
が
私
撰
集
の
み
に
載
る
こ
と
も
あ
り
、
『
万
代
集
』
が
 
『
続
古
今
集
』
 
 

の
撰
歌
資
料
た
り
得
る
点
を
以
下
に
示
し
た
い
。
 
 
 

こ
の
十
一
首
の
内
に
、
問
題
の
歌
を
含
め
て
、
『
万
代
集
』
に
も
載
る
歌
が
四
首
あ
る
。
実
は
、
『
万
代
集
』
所
載
歌
で
『
続
古
今
 
 

集
』
に
入
集
す
る
歌
は
、
丹
鶴
叢
書
本
に
示
さ
れ
た
勅
撰
入
集
注
記
に
依
る
と
、
二
六
二
首
に
上
る
。
従
っ
て
、
『
治
承
三
十
六
人
 
 

歌
合
』
『
万
代
菓
』
『
続
古
今
集
』
 
三
者
に
載
る
こ
の
四
首
は
、
『
治
承
≡
十
六
人
歌
合
』
 
か
ら
 
『
続
古
今
集
』
 
に
撰
は
れ
た
の
で
は
 
 

な
く
、
『
万
代
集
』
か
ら
『
続
古
今
集
』
に
撰
ば
れ
た
歌
の
中
の
四
首
、
と
見
た
方
が
よ
い
。
 
 
 

『
歌
仙
落
書
』
と
『
緯
古
今
集
』
竺
関
係
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
十
一
首
中
に
 
『
歌
仙
落
書
』
 
に
も
載
る
歌
が
三
首
あ
 
 

る
が
、
『
歌
仙
落
書
』
所
載
歌
で
『
続
古
今
集
』
に
入
集
す
る
歌
は
、
こ
の
三
首
に
限
ら
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
『
歌
仙
落
書
』
は
 
 

（
4
）
 
 

組
成
と
例
歌
の
両
面
で
『
治
承
三
十
」
ハ
人
歌
合
』
に
影
響
し
て
い
る
と
、
先
覚
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
三
首
ほ
、
 
 

『
歌
仙
落
書
』
か
ら
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
、
『
歌
仙
落
書
』
か
ら
『
鏡
台
今
集
』
に
撰
は
れ
た
の
で
は
あ
 
 

る
ま
い
。
五
五
一
番
ほ
『
万
代
焦
』
あ
た
り
か
ら
、
九
一
一
・
九
六
六
番
ほ
『
長
秋
詠
藻
』
あ
た
り
か
ら
、
『
綻
古
今
集
』
に
撰
ば
れ
 
 

じ
服
乃
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
『
歌
仙
落
書
』
は
『
続
古
今
集
』
の
撰
歌
資
料
で
は
な
く
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
も
『
続
古
今
集
』
 
 

の
撰
歌
資
料
で
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 

で
は
、
『
統
古
今
集
』
は
問
題
の
歌
を
ど
こ
か
ら
撰
ん
だ
の
か
。
『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
か
ら
の
可
能
性
は
勿
論
、
今
述
べ
た
 
 

よ
う
に
、
『
万
代
集
』
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
間
魔
の
検
討
の
為
に
ほ
、
勅
撰
集
入
集
西
行
歌
と
西
行
諸
家
集
の
関
係
の
調
 
 

査
が
、
廻
り
道
だ
が
、
有
力
な
状
況
証
拠
と
な
ろ
う
。
 
 

貞3   
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読 横 斬 新 千 謁．  
古 鏡 動 古  

載 花  

＊  一∴   
吐且吐し；生乳撃た撃  

勅
諜
集
入
集
西
行
和
歌
歌
数
一
覧
 
 

む」む」「旦」む＿「＿ど＿生旦j ♯  
串  
5 111（）  別  本

上
人
集
 
 

「
 
一
 
 
■
 
 

2 2 8 2 7 11 4010 7  6318 1  
集
 
 

人
 
 

上
 
 

ユ
 
 

ユ 2 7 2 ∈〉 ユ ユ 35 6 6 6  
＊  

7  7 64 16  

1 1  2  3 2〔I  3 4 6 1. 26 2 

心 中 集  

∴：‥妄  

1 1 7  2  9 11 2ア 6 4 2  4 2514  

1  2  3 22 10 

1  2  1 5  1  1 2 17 1   

聞 書 集  

残   集  

＊  

1 1  3 2   

1 1   1 4   

治東三十六  
1  

月 舘 集  
3  

万 代 集  2 1   2  7 2 1 3 1  

1    1  

後 楽 集  

文 王 集  

真 木 抄  

＿  

1 1  2  

1
頂
裳
湾
河
取
合
付
載
の
俊
成
と
の
贈
答
取
入
集
。
 
 

10 1 1   1  
別
本
ほ
一
首
重
出
。
心
中
集
は
官
本
本
等
の
一
首
。
 
 

≠
印
は
踵
盛
歌
一
首
を
含
む
。
栓
藍
本
ほ
触
『
二
 
 

別
本
は
二
宮
重
出
。
 
 

別
表
は
一
首
重
出
。
 
 

別  
表  
は  

モ
 
 

但
L
「
読
人
不
知
」
 
 

別
本
ほ
七
首
重
出
。
 
 

別
本
は
三
首
重
出
。
 
 

二
首
重
出
。
夫
木
抄
ほ
一
首
重
出
。
 
 

の
 
 

他
 
・
 
琵
 
 

と
し
て
入
集
。
 
 

二
首
ほ
巻
首
還
紙
追
加
の
歌
。
 
 

他
に
、
切
出
散
山
首
ぁ
り
。
 
 首  

84   
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先
の
蓑
が
、
勒
撰
竿
入
集
西
行
歌
と
西
行
家
集
等
と
の
関
係
を
歌
数
の
面
で
示
す
も
の
で
あ
る
。
数
の
み
で
あ
る
か
ら
、
目
安
で
 
 

し
か
な
い
が
－
∃
⊥
新
撰
集
八
億
木
西
行
歌
の
本
文
の
吟
味
は
、
別
に
報
告
す
る
所
存
で
あ
る
 
－
、
こ
の
裏
で
、
重
大
な
事
実
が
括
摘
 
 

で
き
る
。
 
 
 

当
面
問
題
の
『
廃
土
今
鞋
』
に
続
く
『
続
拾
遺
鵜
』
以
後
の
勅
撰
集
入
集
西
行
歌
は
、
殆
ん
ど
『
山
家
集
』
と
重
な
る
。
即
ち
、
 
 

『
新
後
撰
集
』
『
続
千
載
焦
』
『
統
後
拾
遺
集
』
『
新
千
載
集
』
『
新
後
拾
遺
無
』
『
新
税
古
今
集
』
 
の
入
集
歌
ほ
全
て
『
山
家
集
』
所
載
 
 

歌
で
あ
り
、
『
硫
拾
遺
県
』
『
新
拾
遺
集
』
の
入
集
散
も
、
『
山
家
集
』
に
載
ら
な
い
の
は
各
一
首
に
過
ぎ
な
い
。
入
集
散
の
比
較
的
多
 
 

い
『
玉
葉
集
』
『
風
雅
喋
』
で
も
、
『
山
家
集
』
に
載
ら
な
い
西
行
歌
ほ
そ
れ
ぞ
れ
四
首
と
二
首
と
い
う
具
合
に
少
な
い
。
こ
の
よ
う
 
 

に
、
『
続
拾
遺
集
』
以
後
の
勅
撰
集
入
集
西
行
歌
は
『
山
家
集
』
 
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
訳
だ
が
、
『
別
本
山
家
集
』
は
別
と
し
て
、
 
 

他
の
集
は
、
『
山
家
集
』
程
に
は
入
渠
歌
を
覆
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
二
ろ
が
、
問
摩
の
歌
を
載
せ
る
『
統
古
今
集
』
以
前
り
勅
撰
集
で
は
、
状
況
が
少
々
違
う
。
「
読
人
不
知
」
 
と
さ
れ
る
 
『
詞
花
 
 

集
』
入
集
西
行
歌
は
、
『
所
行
上
人
鞋
』
『
別
本
山
寮
生
』
に
は
載
る
が
、
『
山
家
集
』
忙
は
薮
ら
な
い
。
『
千
載
監
』
入
鮭
十
八
首
は
、
 
 

『
山
家
賃
』
と
『
西
行
上
人
賃
』
に
同
数
の
十
六
首
載
る
。
『
別
本
山
家
集
』
は
『
千
載
集
』
入
集
散
全
て
が
載
る
訳
だ
が
、
こ
れ
は
、
 
 

巻
首
遊
既
に
追
誓
れ
た
歌
（
兢
笥
削
）
が
全
て
『
千
載
集
』
入
鮭
歌
由
拾
遺
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
、
他
と
同
列
忙
は
扱
え
な
 
 

い
。
『
新
古
今
債
』
の
九
十
四
首
の
西
行
歌
の
内
、
『
山
家
集
』
 
に
載
る
の
ほ
四
十
二
首
（
四
剖
五
分
）
の
み
だ
が
、
『
西
行
上
人
集
』
 
 

所
載
歌
は
六
十
四
首
〔
六
割
八
分
〕
 
忙
も
な
る
。
『
別
表
山
家
集
』
も
六
十
三
首
と
多
い
。
『
新
勅
撰
集
』
と
『
続
古
今
集
』
の
場
合
、
 
 

『
山
家
集
』
所
載
歌
吏
り
『
西
行
上
人
集
』
所
載
歌
の
万
が
一
首
多
い
。
し
か
も
、
『
統
古
今
集
』
で
は
、
問
題
の
歌
を
除
く
と
、
『
西
 
 

行
上
人
架
』
所
載
歌
の
方
が
『
山
家
集
』
所
載
歌
よ
り
二
首
多
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

例
外
は
『
読
後
撰
集
』
り
み
で
、
こ
の
集
は
『
西
行
上
人
集
』
よ
り
も
『
山
家
集
』
と
重
な
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
い
ま
一
つ
、
 
 

『
別
本
山
家
集
』
と
勅
撰
集
の
重
な
り
の
多
い
こ
と
も
要
注
意
だ
が
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
続
古
今
集
』
以
前
の
勅
撰
集
入
巽
西
行
歌
ほ
、
『
蹄
後
撰
集
』
 
ほ
別
と
L
て
、
『
西
行
上
人
集
』
と
の
重
な
り
が
 
 

多
く
、
『
続
拾
遺
集
』
以
後
の
勅
撰
集
入
集
西
行
歌
が
『
山
家
集
』
と
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
れ
は
、
言
及
す
る
紙
幅
 
 85   
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は
無
い
が
、
本
文
の
画
の
検
討
で
も
齢
壊
す
る
と
こ
ろ
は
無
い
。
『
抗
告
今
集
』
以
前
は
、
『
山
家
集
』
が
資
料
で
は
な
い
ら
し
い
。
 
8
8
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
、
勅
撰
集
入
集
西
行
歌
と
の
重
な
り
具
合
と
い
う
状
況
認
知
か
ら
す
る
と
、
問
題
の
歌
は
、
『
山
家
集
』
か
ら
『
統
 
 

古
今
集
』
に
撰
ば
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
も
、
こ
の
歌
は
『
西
行
上
人
集
』
 
に
ほ
載
ら
な
い
訳
だ
か
ら
、
残
る
集
、
つ
ま
り
 
 

『
別
寒
山
家
集
』
か
『
万
代
集
』
か
ら
『
続
古
今
集
』
に
撰
ば
れ
た
、
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

在
、
r
宮
河
敢
合
」
r
関
西
喪
】
r
残
廉
J
ほ
、
 
 

「
兢
古
今
集
」
入
集
西
行
和
歌
一
覧
 
 「

鏡
台
今
柴
J
入
来
歌
が
載
ら
な
い
。
「
初
旬
J
は
一
国
歌
米
綿
」
に
依
る
。
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そ
の
い
ず
れ
か
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
為
に
、
『
続
古
今
集
』
入
集
西
行
歌
を
、
い
ま
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
前
頁
に
示
す
蓑
 
 

が
、
『
続
古
今
集
』
八
乗
歌
と
西
行
家
集
等
と
の
関
わ
り
の
歌
番
号
の
一
覧
で
あ
る
。
 
 

こ
の
裏
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
西
行
上
人
集
』
 
で
あ
る
。
こ
の
先
は
、
『
統
古
今
集
』
 
八
乗
西
行
歌
十
首
の
内
の
六
首
を
載
せ
、
 
 

李
花
亭
文
庫
本
で
ほ
喋
る
四
首
が
「
追
加
」
に
載
る
。
つ
ま
り
、
「
追
加
」
ほ
、
『
西
行
上
人
集
』
に
載
ら
な
い
 
『
鏡
台
今
集
』
入
集
 
 

歌
を
全
て
拾
っ
て
い
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
因
み
に
、
師
範
「
勒
撰
集
入
集
西
行
和
歌
歌
敬
一
覧
」
で
も
、
『
千
載
集
』
『
龍
後
撰
集
』
 
 

『
続
拾
遺
集
』
『
統
千
載
隼
』
『
続
後
拾
遺
集
』
に
同
様
の
こ
と
が
見
て
と
れ
、
八
集
歌
の
多
い
『
新
古
今
集
』
や
『
玉
葉
集
』
で
も
、
 
 

『
西
行
上
人
集
』
所
載
歌
と
「
追
加
」
と
を
併
せ
る
と
入
集
全
歌
数
に
近
く
な
る
。
 
 
 

以
上
は
、
前
節
の
補
な
い
で
ほ
あ
る
が
、
『
西
行
上
人
集
』
り
「
追
加
」
ほ
勅
撰
集
入
集
散
の
拾
遺
も
多
く
、
問
題
の
「
何
故
に
」
 
 

の
歌
も
、
そ
の
例
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 

『
続
古
今
集
』
入
集
西
行
歌
十
首
の
出
所
の
件
に
戻
る
。
前
節
で
論
証
L
、
今
も
禰
な
っ
た
よ
う
に
、
『
抗
古
今
集
』
か
ら
『
西
行
 
 

上
人
隼
』
「
追
加
」
 
へ
の
流
れ
ほ
間
違
い
な
い
訳
だ
か
ら
、
他
集
に
ほ
見
え
な
い
『
続
古
今
集
』
一
四
四
七
番
は
現
在
の
と
こ
ろ
出
所
 
 

（
2
0
）
 
 

不
明
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
佐
佐
木
信
綱
氏
等
岡
『
西
行
全
集
』
 
の
 
「
西
行
法
師
和
歌
拾
遺
」
 
は
、
こ
の
歌
を
 
「
山
家
集
・
聞
喜
 
 

集
晶
確
守
西
行
法
師
家
集
に
所
見
な
く
て
、
出
典
正
し
き
西
行
歌
」
と
す
る
（
講
聖
が
、
現
在
の
資
料
条
件
で
は
、
出
所
不
 
 

明
と
L
た
方
が
よ
い
。
 
 
 

七
〇
一
番
は
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
み
に
載
る
歌
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
合
か
ら
『
続
古
今
集
』
に
撰
ば
れ
た
と
見
て
よ
い
。
一
 
 

五
三
五
番
も
、
全
て
の
西
行
家
集
が
出
所
と
し
て
想
定
ほ
で
き
る
が
、
『
御
裳
渾
河
歌
合
』
所
蔵
歌
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
与
っ
た
と
 
 

言
え
よ
う
。
 
 
 

次
に
注
目
L
た
い
の
は
、
『
山
家
集
』
や
『
別
本
山
家
集
』
 
で
な
け
れ
は
 
『
続
古
今
集
』
 
の
出
所
は
無
い
と
い
う
歌
は
皆
無
で
あ
 
 

る
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
両
集
所
載
の
『
綻
古
今
集
』
入
集
歌
は
、
全
て
、
他
の
集
に
も
載
る
訳
で
、
そ
ち
ら
か
ら
『
鏡
台
今
集
』
 
 
畠丁   
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に
撰
ば
九
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
『
西
行
上
人
集
』
で
な
け
れ
ほ
『
統
古
今
集
』
の
出
所
ほ
無
い
、
と
考
え
ら
れ
る
歌
が
あ
る
。
現
在
の
資
料
集
件
で
は
 
 

『
西
行
上
人
集
』
以
外
に
載
ら
な
い
≡
一
四
五
番
が
そ
れ
で
あ
る
。
L
か
も
、
続
く
一
三
四
六
番
も
『
西
行
上
人
集
』
所
載
歌
で
あ
る
 
 

と
い
う
事
業
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
推
測
は
ほ
ほ
荘
実
と
な
る
と
言
え
る
。
尤
も
、
一
三
四
六
番
の
方
は
『
万
代
集
』
『
山
家
集
』
 
 

に
載
る
こ
と
も
与
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
並
ん
だ
二
首
の
う
ち
、
『
山
家
集
』
 
は
片
方
の
み
を
載
せ
、
『
西
行
上
人
集
』
ほ
双
 
 

方
を
載
せ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
二
首
と
も
『
西
行
上
人
集
』
に
依
る
と
判
断
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
t
三
四
六
番
ほ
、
『
山
家
 
 

集
』
や
『
万
代
集
』
に
も
載
る
こ
と
も
参
考
に
さ
九
た
と
い
う
の
が
実
態
か
も
知
れ
な
い
が
、
撰
歌
の
主
資
料
ほ
、
や
は
り
、
『
西
行
 
 

上
人
集
』
で
あ
る
と
見
て
お
く
。
 
 

一
三
四
六
番
と
同
様
、
一
〔
〕
二
九
育
も
、
『
山
家
集
』
『
西
行
上
人
集
』
両
集
に
載
る
が
、
こ
れ
も
『
西
行
上
人
集
』
か
ら
撰
ほ
九
 
 

た
と
見
た
い
。
と
い
う
の
は
、
一
三
四
六
番
は
『
西
行
上
人
集
』
聖
二
六
二
番
だ
が
、
そ
の
直
前
の
三
六
一
番
が
『
統
古
今
集
』
の
 
 

一
〇
二
九
番
で
あ
り
、
『
西
石
上
人
集
』
で
は
こ
の
二
首
が
連
続
し
て
並
ん
で
い
る
と
い
う
事
巽
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
『
山
 
 

家
集
』
で
も
こ
の
二
首
が
「
恋
百
十
首
」
と
い
う
同
一
の
歌
群
の
串
に
載
る
と
い
う
事
実
も
、
『
続
古
今
集
』
入
集
に
与
っ
た
か
も
知
 
 

れ
な
い
。
尤
も
、
「
恋
百
十
首
」
は
後
述
の
よ
う
に
、
層
々
問
題
が
あ
る
歌
群
の
よ
う
だ
が
。
 
 

一
三
八
二
番
は
、
松
屋
木
『
山
家
集
』
や
『
別
本
山
家
集
』
『
万
代
集
』
に
載
る
。
こ
の
歌
が
六
家
集
本
系
『
山
家
集
』
に
載
ら
な
 
 

（
飢
）
 
 

い
と
い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
が
、
松
屋
本
の
検
討
も
贋
L
よ
う
。
『
綻
古
今
集
』
入
集
歌
で
『
山
家
集
』
忙
載
る
他
の
五
首
の
内
、
一
 
 

〇
二
九
・
一
〇
七
七
・
一
三
四
六
・
山
五
二
八
の
四
首
ほ
松
定
本
に
も
載
る
が
、
一
五
三
五
番
ほ
松
屋
本
に
載
ら
な
い
。
と
す
る
と
、
 
 

『
続
古
今
集
』
の
撰
歌
に
松
異
本
ほ
与
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
、
一
三
八
二
番
も
『
万
代
集
』
か
『
別
表
山
家
集
』
か
 
 

ら
『
兢
古
今
集
』
に
撰
ば
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
の
い
ず
れ
か
と
い
う
と
、
『
万
代
菓
』
 
だ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
『
万
代
柴
』
 
で
ほ
、
巻
十
三
に
お
い
て
、
こ
の
 
 

『
続
古
今
集
』
二
二
八
二
番
の
警
〓
二
四
六
番
の
歌
が
連
続
↓
て
離
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
雪
（
誼
諾
）
。
〓
二
聖
ハ
番
が
『
別
 
 

本
山
家
集
』
に
載
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
併
せ
考
え
る
と
、
一
三
八
二
番
は
『
万
代
集
』
 
か
ら
撰
ば
れ
た
と
見
て
よ
い
。
従
っ
て
、
 
 舶   
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〓
二
四
六
番
の
撰
入
に
も
『
万
代
集
』
が
与
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
も
『
万
代
集
』
所
載
歌
で
あ
る
訳
で
、
こ
こ
で
、
成
立
年
代
の
点
で
で
も
当
然
な
の
だ
が
、
『
万
代
集
』
 
 

か
ら
『
続
古
今
集
』
 
へ
の
流
れ
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
。
 
 
 

残
る
一
四
九
一
・
一
五
二
八
番
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
二
首
と
も
『
西
行
上
人
集
』
所
載
歌
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
撰
歌
の
 
 

可
能
性
が
弧
い
。
但
し
、
前
者
は
『
月
評
集
』
に
入
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
与
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
後
者
は
『
山
家
集
』
『
別
本
 
 

山
家
集
』
の
外
に
『
山
家
心
中
集
』
に
も
載
り
、
そ
れ
ら
も
撰
歌
の
参
考
と
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
 
 

『
西
行
上
人
集
』
が
撰
歌
の
主
資
料
と
判
断
し
て
よ
い
。
 
 

『
続
古
今
集
』
入
集
西
行
歌
十
首
の
内
の
九
首
に
つ
い
て
、
撰
歌
の
主
資
料
を
推
理
し
た
。
残
る
一
首
、
つ
ま
り
問
題
の
 
「
何
故
 
 

に
」
の
歌
ほ
如
何
と
い
う
と
、
一
三
四
」
ハ
・
一
三
八
l
一
番
の
歌
で
明
ら
か
に
で
き
た
、
『
万
代
集
』
 
か
ら
 
『
蹄
古
今
集
』
 
へ
、
或
い
 
 

ほ
、
『
万
代
集
』
所
載
歌
で
あ
る
こ
と
が
『
続
古
今
集
』
入
集
に
与
ウ
た
ら
し
い
と
い
う
事
実
は
、
重
要
な
状
況
証
拠
で
あ
る
。
 
 
 

問
題
の
歌
ほ
、
か
よ
う
な
状
況
証
拠
に
依
れ
ば
、
『
万
代
集
』
 
に
お
い
て
西
行
歌
と
さ
れ
る
ま
ま
忙
『
綻
古
今
集
』
に
撰
は
れ
た
、
 
 

と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 
 

（
十
）
 
 

『
掟
古
今
集
』
が
「
何
故
に
」
の
歌
を
西
行
歌
と
す
る
の
ほ
『
万
代
集
』
に
依
る
、
と
い
う
こ
と
が
ほ
ほ
明
ら
か
に
で
き
た
。
従
っ
 
 

て
、
『
万
代
集
』
は
、
問
題
の
歌
を
『
山
家
集
』
も
L
く
は
『
別
本
山
家
集
』
か
ら
撰
ん
だ
為
に
西
行
歌
と
誤
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
と
い
う
件
を
、
以
下
に
検
討
し
た
い
。
 
 

ま
ず
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
そ
の
も
の
は
『
万
代
集
』
の
撰
歌
資
料
と
さ
れ
た
と
考
え
る
必
要
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
 
拍
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年
⊥
万
代
集
」
初
句
は
r
丹
律
薫
育
し
に
依
る
．
私
家
集
の
 
 
 

番
号
は
、
「
中
世
の
文
学
 
歌
論
集
H
」
旺
依
る
。
 
 

「
万
代
集
」
所
収
の
「
治
承
三
十
六
人
取
合
」
所
載
歌
一
覧
 
 

「
－
－
」
は
、
当
人
の
私
家
集
が
伝
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
 
 
「
歌
仙
落
書
」
 
 
 

帥  
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歌
が
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
『
万
代
集
』
に
は
、
問
題
の
歌
以
外
に
、
西
行
歌
が
四
十
 
 
 

八
首
も
載
る
。
こ
れ
だ
け
り
多
さ
で
空
か
ら
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
西
行
歌
十
首
の
中
、
『
千
載
集
』
入
集
歌
（
蒜
掴
）
 
 

摘
 
と
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
（
詣
刊
獣
首
）
を
除
く
残
り
の
喜
な
ど
は
、
『
万
代
菓
』
に
採
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
い
う
 
 

か
忙
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

前
貢
の
表
が
、
『
万
代
集
』
所
載
歌
で
 
『
治
東
三
十
六
人
歌
合
』
 
に
載
る
歌
に
つ
い
て
、
他
集
の
所
収
状
況
を
対
照
L
た
も
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
裏
で
判
る
よ
う
に
、
問
題
の
歌
を
除
く
十
四
首
中
の
十
一
首
は
、
『
万
代
集
』
 
に
先
行
す
る
歌
合
や
私
家
集
等
に
載
り
、
さ
 
 

よ
う
な
文
献
か
ら
『
万
代
焦
』
に
入
っ
た
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

残
る
三
首
は
、
巻
二
り
成
範
歌
（
『
雲
葉
菜
』
『
続
古
今
集
』
は
『
万
代
集
』
以
後
の
撰
）
、
巻
三
の
寂
超
歌
（
『
統
拾
遺
集
』
は
『
万
 
 

代
無
』
以
後
の
撰
）
、
巻
四
の
師
光
歌
（
『
新
続
古
今
集
』
は
『
万
代
集
』
以
後
の
撰
。
『
源
師
光
集
』
で
は
勅
撰
入
集
散
を
追
加
し
た
 
 

（
2
2
）
 
 

末
尾
六
首
中
に
載
り
『
新
税
古
今
集
』
を
引
い
た
も
の
〕
 
で
あ
る
。
こ
の
≡
首
に
つ
い
て
は
、
『
万
代
集
』
に
先
行
す
る
り
は
、
『
治
承
 
 

三
十
六
人
歌
合
』
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
出
）
 
 
 

但
し
、
成
範
と
寂
超
に
は
家
集
が
伝
存
せ
ず
、
師
光
の
家
集
『
源
師
光
集
』
は
い
わ
ゆ
る
寿
永
貫
首
で
、
九
十
九
首
の
歌
を
以
て
 
 

編
ま
れ
た
歌
数
制
限
の
あ
っ
た
特
殊
な
家
集
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
人
と
も
、
現
在
の
資
料
集
件
で
は
、
『
万
代
葉
』
の
撰
歌
資
料
と
 
 

な
る
家
集
が
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
を
 
『
万
代
集
』
の
撰
歌
資
料
と
す
る
と
好
都
合
だ
が
、
『
治
承
三
 
 

十
六
人
歌
合
』
り
為
り
資
料
が
あ
っ
た
り
と
同
様
に
、
現
在
で
は
未
知
甲
文
献
が
『
万
代
集
』
町
撰
歌
資
料
さ
れ
た
と
見
た
い
。
 
 
 

因
み
に
、
成
範
歌
の
『
万
代
集
』
の
詞
書
は
「
故
郷
花
」
だ
が
『
治
療
三
十
六
人
歌
合
』
 
の
詞
書
は
「
故
郷
」
で
あ
り
、
寂
超
と
 
 

師
先
の
歌
は
『
万
代
集
』
で
は
「
程
L
ら
ず
」
だ
が
 
『
治
承
三
十
」
ハ
人
散
骨
』
で
は
そ
九
ぞ
れ
「
郭
公
」
「
秋
り
歌
よ
み
け
る
中
に
」
 
 

（
『
新
緑
古
今
集
』
も
「
秋
の
歌
の
中
に
」
）
と
い
う
詞
書
で
あ
る
。
詞
書
の
み
を
見
て
も
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
『
万
代
集
』
 
 

町
質
料
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
い
ま
一
つ
在
日
さ
れ
る
の
は
、
『
万
代
集
』
に
は
、
問
題
の
歌
以
外
は
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
所
載
西
行
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（
2
1
）
 
 

の
ほ
、
先
覚
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
万
代
集
』
は
勅
撰
集
の
撰
歌
資
料
を
目
ぎ
し
た
面
が
あ
り
、
車
乗
、
西
行
歌
に
限
っ
て
も
、
盟
 
 

先
の
残
り
の
五
首
中
の
四
首
ま
で
が
『
万
代
集
』
以
後
の
勒
撰
集
に
撰
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
五
首
の
出
来
が
悪
い
訳
で
も
な
い
の
だ
 
 

か
ら
。
に
も
拘
ら
ず
、
『
伯
東
三
十
六
人
散
骨
』
の
西
行
歌
十
首
が
『
万
代
集
』
に
載
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
が
撰
歌
資
料
で
は
な
か
っ
 
 

た
か
ら
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 

本
題
に
戻
り
、
『
万
代
集
』
の
問
題
の
歌
の
出
所
は
『
山
家
集
』
か
『
別
表
山
家
集
』
か
、
こ
の
件
の
検
討
の
為
に
、
『
万
代
集
』
 
 

所
載
西
行
歌
の
西
行
家
囁
等
と
の
重
な
り
具
合
を
歌
数
の
面
で
整
理
し
た
の
が
、
次
の
蓑
で
あ
る
。
こ
り
表
で
判
る
よ
う
忙
、
『
万
代
 
 

集
』
所
載
西
行
歌
四
十
九
首
中
田
十
二
首
（
八
割
六
分
）
が
『
山
家
集
』
に
載
る
。
松
屋
本
で
は
、
六
家
集
表
系
に
載
ら
な
い
歌
が
 
 

二
首
増
え
、
松
岸
本
に
欠
け
る
歌
が
一
首
減
り
、
都
合
一
首
増
え
る
。
こ
の
数
と
、
『
別
本
山
家
集
』
の
l
ニ
十
二
百
、
『
西
行
上
人
菓
』
 
 

の
十
九
首
、
『
山
家
心
中
集
』
の
十
二
首
と
比
べ
る
と
、
『
山
家
集
』
と
『
万
代
集
』
の
重
な
り
の
多
き
は
看
過
で
き
な
い
。
 
 

勿
論
、
数
の
面
の
み
で
ほ
不
十
分
で
あ
る
。
一
首
一
首
、
西
行
家
集
の
所
収
状
況
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
穿
態
調
査
 
 

が
、
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。
 
 
 

『
万
代
集
』
所
載
西
行
歌
が
『
山
家
集
』
と
殆
ん
ど
重
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
中
で
、
『
山
家
集
』
の
み
忙
載
る
歌
 
 
 

ミ ＊42：六家集；山  
「
万
代
集
」
所
載
西
行
和
歌
歌
数
〓
覧
 
 

r－ 家  

松屋本：集  

別   本  

上人集   

追 加  
人
集
 
 

12  心 中 集  

真 木 抄  

1
9
丁
印
廷
琴
盛
歌
山
首
を
含
む
。
 
 

春
7
人
集
一
首
呈
出
。
心
中
集
は
 
 

そ
 
の
 
他
・
注
 
 
 

別
木
二
百
重
出
 
 
 

一
首
宮
本
本
 
 



丁山家集」所載西行敬一首存巣（下】  146  

≡
 
 
 

五
 
 
 

六
1
一
 
 

二
 
 

三
 
 

五
霞
つ
ゝ
む
 
 

i
∴
㍉
∴
－
1
 
 

ま
こ
と
ゝ
も
 
 
 

詠
れ
は
 
 

東
員
の
 
 
 

禾
栢
に
 
 

狭
路
L
ま
 
 

限
あ
れ
は
 
 

空
ほ
る
⊥
一
九
八
七
l
九
 
 

「
万
代
崇
」
所
載
西
行
和
歌
山
覧
 
 
 

t
週
九
一
七
四
 
 

一
〇
三
五
九
〇
三
 
 

八 八  
五 四  

五  五  
八九六  

巻
一
一
 
 訂
菓
 
三
二
五
 
 

新
鏡
古
一
 
 

新
後
拾
 
 

新
抗
告
一
四
二
 
 

心
中
集
ハ
妙
法
院
本
ナ
シ
、
宮
本
本
 
 

六
花
集
ニ
モ
載
ル
。
 
 

山
家
集
ハ
松
屋
本
ノ
l
㌔
 
 

ニ
モ
載
ル
。
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七
 
 

九
－
一
 
 

二
 
 

三
 
 

一
〇
 
専
 
 

一
一
－
∴
 
 二
 
 

≡
 
 

四
 
 
 

〓
一
 
 

〓
三
－
一
 
 二
 
 

三
 
 

一
四
－
一
 
 

一 五 四  
風 か  
の Ⅰ上  
菅 あ  

か
し
こ
ま
る
 
 
 

あ
や
に
く
に
 
 

物
思
ふ
 
 

な
と
て
わ
れ
 
 

何
故
か
 
 

日
払
そ
へ
て
 
 
 

洞
河
 
 

も
の
思
ふ
 
 

か
ゝ
る
身
に
 
 

今
上
り
は
 
 

う
き
を
h
ノ
し
 
 

と
 
 

と
へ
か
L
な
 
 
 

な
ほ
き
り
の
 
 
 

山
扇
に
 
 

あ
ら
し
 
 

う な 何  
き か と  
身 む な  
こ れ く 呪 忙 ひ  
そ ほ  や  

一
〇
九
五
 
 

六
三
八
 
 

〓
一
九
八
 
 
 

六
八
九
 
 

鏡
古
今
一
〇
七
七
 
 

競
拾
遺
 
六
九
二
 
 

新
後
揆
 
三
八
八
 
 

玉
葉
 
 
六
九
六
 
 

玉
葉
一
六
九
二
 
 

鏡
台
今
〓
二
八
二
 
 

鏡
台
今
一
三
四
六
 
 

二
七
七
≡
 
 
松
屋
本
一
l
ハ
載
ラ
ズ
．
 
 

別
本
ハ
重
出
。
雲
集
巻
冬
ニ
モ
載
ル
 
 

山
家
集
ト
ハ
異
文
ガ
大
キ
イ
。
 
 
 

山
家
集
ハ
松
屋
本
ノ
ミ
。
 
 

「
治
景
」
 
ハ
平
経
盛
詠
ト
ス
ル
．
 
 

軸  



「山家集」所載西行歌一首存疑l下）  

が
『
万
代
葉
』
 
に
十
首
（
巻
五
■
巻
九
」
一
・
二
・
巻
十
二
・
巻
十
四
－
二
二
二
・
巻
十
六
・
巻
十
八
1
二
・
巻
十
九
－
一
・
五
）
 
 

も
載
る
と
い
う
事
実
ほ
注
目
さ
れ
る
。
『
別
本
山
家
集
』
『
西
行
上
人
集
』
『
山
家
心
中
集
』
に
は
か
よ
う
な
歌
が
一
首
も
無
い
と
い
う
 
 

事
案
も
、
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 

尤
も
、
巻
二
－
二
歌
の
よ
う
に
、
『
山
家
集
』
『
別
本
山
家
集
』
所
載
歌
で
『
万
代
集
』
に
撰
ば
れ
た
歌
が
十
六
首
も
あ
り
、
そ
の
 
 
 

中
の
二
首
（
巻
三
－
三
・
巻
十
三
－
一
）
ほ
松
屋
本
の
み
に
載
る
と
い
う
事
実
を
知
る
と
、
『
万
代
集
』
ば
＝
『
山
家
集
』
の
六
家
集
本
 
 

4
 
 
1
4
 
系
と
松
屋
未
と
『
別
本
山
家
集
』
の
三
者
に
連
な
る
未
知
の
集
か
ら
西
行
歌
を
揉
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
先
覚
の
中
に
は
、
『
別
本
 
 

l
七
」
一
一
㍑
㍗
 
 

川
内
㍑
と
も
 
 

≡
訂
来
な
ん
 
 

性
、
「
初
句
」
 
 

凍
は
か
り
 
 
 

な
か
め
こ
そ
 
 
 

身
の
う
さ
の
 
 
 

あ
れ
に
け
る
 
 ほ

「
丹
鶴
叢
書
」
に
依
る
。
「
官
河
歌
合
」
「
閻
寄
集
」
「
残
集
」
所
収
歌
は
、
「
万
代
集
」
に
ほ
載
ら
な
い
。
 
 

四
一
六
 
 

八
一
九
 
 

七
七
四
 
 

一
三
〇
二
 
 

一
三
一
四
 
 

六
六
八
五
九
九
 
 

■
 
 

セ  
セ  
五  

四  

四  
九  ．へ ＝：－  

′ヽ  ／ヽ  

ノヽ四   

一 四 五  
一 八 七 九  
九 五 六 三  

薪
後
撰
 
五
五
二
 
 

新
千
載
二
二
山
九
 
 

新
千
載
二
二
〇
六
 
 

玉
葉
一
四
九
二
 
 

玉
葉
 
二
田
五
四
 
 拾
遺
風
体
抄
雄
二
載
ル
 
 

兼
未
抄
ハ
 
「
後
鳥
羽
院
御
製
㌻
㌧
 
 

心
中
集
ハ
妙
法
院
太
ノ
ミ
。
 
 

心
中
集
ハ
妙
法
院
本
ノ
ミ
。
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（
2
5
）
 
 

4
3
 
山
家
集
』
は
六
家
集
赤
系
『
山
家
集
』
あ
る
い
ほ
松
屋
本
と
『
西
行
上
人
集
』
を
併
せ
て
整
理
し
た
も
の
と
き
れ
る
む
き
も
あ
り
、
 
 

1
 
 
そ
れ
な
ら
そ
れ
は
今
述
べ
た
よ
う
な
集
で
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
『
別
本
山
家
集
』
を
そ
れ
と
断
定
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
 
 

同
じ
型
の
集
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
尤
も
、
稿
者
に
は
三
老
の
関
係
は
未
だ
判
ら
な
い
が
。
 
 

『
万
代
菓
』
所
載
西
行
歌
は
『
山
家
集
』
と
多
く
合
致
す
る
と
い
う
事
実
、
『
山
家
集
』
 
の
み
に
載
る
歌
が
十
首
も
『
万
代
集
』
に
 
 

載
る
と
い
う
事
実
、
か
よ
う
な
状
況
証
拠
か
ら
、
『
万
代
集
』
に
載
る
西
行
の
歌
の
殆
ん
ど
は
『
山
家
集
』
に
依
る
と
判
断
し
て
よ
い
 
 

と
思
う
。
 
 

念
の
為
に
、
『
山
家
集
』
で
は
拾
え
な
い
 
『
万
代
集
』
 
所
載
西
行
歌
を
見
て
お
く
。
巻
二
i
一
歌
は
『
御
裳
潅
河
歌
合
』
に
依
ろ
 
 

う
。
巻
三
－
五
歌
と
巻
十
九
［
四
歌
は
出
所
不
明
で
あ
る
。
巻
十
五
－
二
歌
は
、
『
西
行
上
人
集
』
『
別
本
山
家
集
』
 
に
も
載
る
が
、
 
 

巻
二
－
一
散
同
様
、
『
御
裳
渾
河
歌
台
』
に
依
ろ
う
。
巻
十
七
「
三
歌
は
『
西
行
上
人
集
』
『
別
本
山
家
集
』
に
載
り
、
先
程
想
定
し
 
 

た
よ
う
な
集
が
与
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
因
み
に
、
『
玉
葉
集
』
が
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
以
外
に
見
え
な
い
巻
十
九
1
四
散
 
 

を
載
せ
る
と
い
う
事
実
ほ
、
他
に
『
拾
遺
風
体
抄
』
の
よ
う
な
資
料
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 

以
上
甲
検
討
か
ら
、
『
万
代
集
』
は
、
『
山
家
集
』
か
ら
、
も
し
く
は
、
『
山
家
集
』
、
松
屋
本
・
『
別
本
山
家
集
』
に
連
な
る
或
る
侯
 
 

を
中
心
に
『
御
畏
濯
河
散
合
』
等
の
歌
を
併
せ
て
、
西
行
歌
を
撰
ん
だ
、
と
見
て
よ
い
こ
と
が
判
っ
た
。
 
 
 

但
し
、
以
上
の
検
討
ほ
、
詞
喜
を
含
め
て
本
文
の
吟
味
と
い
う
操
作
を
要
し
ょ
う
。
 
 
 

例
え
ば
『
万
代
集
』
巻
三
し
二
石
「
題
不
知
」
歌
、
 
 

み
ま
く
さ
に
ほ
ら
の
～
す
～
き
か
り
に
き
て
魔
の
ふ
し
ど
を
見
お
き
つ
る
哉
 
 

は
、
『
別
本
山
家
集
』
二
聖
に
「
夏
草
」
の
領
で
第
三
句
「
か
呈
き
て
」
と
し
て
載
り
、
松
島
蕃
に
も
異
文
も
無
く
載
る
が
、
 
 

『
山
家
集
』
に
ほ
載
ら
な
い
。
但
し
、
『
山
家
集
』
忙
は
、
「
夏
野
草
」
と
い
う
題
で
、
 
 
 

≡
ニ
六
 
み
ま
く
さ
に
ほ
ら
の
を
す
～
き
し
が
ふ
と
て
ふ
L
ど
あ
せ
ぬ
と
し
か
お
も
ふ
ら
ん
 
 

と
い
う
歌
が
載
り
、
『
西
行
上
人
集
』
（
一
転
に
も
、
「
夏
臥
贈
」
？
題
で
こ
の
形
で
雪
白
つ
ま
り
、
『
万
代
集
』
ほ
松
雲
や
『
別
 
 
 

粥  



「山家集」所載西行歌一首存疑（下）  

る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
『
西
行
全
集
』
は
、
脚
注
で
、
『
万
代
集
』
り
詞
書
を
引
用
し
て
、
 
 

何
に
よ
り
て
か
く
誤
り
し
に
や
（
柚
批
㌔
）
 
 

2
 
 

1
4
 
と
疑
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
紀
伊
二
佐
近
去
時
の
十
首
定
数
哀
傷
歌
が
本
来
で
、
鳥
羽
院
崩
御
時
の
詠
と
す
る
『
万
代
集
』
等
は
 
 

院
の
二
位
の
つ
ば
ね
み
ま
か
り
け
る
あ
と
に
、
十
首
歌
人
く
よ
み
け
る
に
（
墟
㌢
 
 

と
あ
る
。
『
別
本
山
家
集
』
（
批
雛
）
転
西
行
上
人
集
』
（
畑
牢
『
山
家
心
中
集
』
（
壷
 
 

お
く
り
お
き
て
か
へ
り
し
の
べ
の
胡
霹
を
袖
に
う
つ
す
は
涙
な
り
け
り
 
 

と
い
う
『
万
代
集
』
苧
八
1
壷
ほ
、
『
新
千
聖
二
筆
て
誓
に
「
給
ひ
て
恥
後
」
と
い
う
異
文
が
あ
る
の
袈
、
全
 
 

く
同
文
で
載
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
家
集
木
系
『
山
家
集
』
の
詞
書
は
全
く
追
っ
て
お
り
、
 
 

同
一
の
歌
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

実
は
、
こ
の
二
首
の
歌
と
の
関
連
に
お
い
て
、
 
 

何
と
な
く
く
る
～
し
づ
く
の
お
と
ま
で
も
ゆ
き
哀
な
る
採
草
の
旦
 
 

（
2
0
）
 
 

と
い
う
『
万
代
集
』
巻
十
四
－
五
歌
に
付
さ
れ
た
『
西
行
全
集
』
の
注
が
重
大
な
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
ほ
、
『
山
家
集
』
陽
明
文
庫
本
 
 

窪
肯
．
澗
瑠
川
．
順
境
』
（
茫
）
等
で
は
（
彗
代
集
』
と
同
文
だ
が
、
六
家
集
雲
は
、
下
旬
を
「
山
べ
は
雪
ぞ
真
也
け
る
」
 
蔵
版
本
 
 

べ
し
。
 
 

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
行
家
集
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
伝
本
と
『
万
代
集
』
と
の
歌
の
志
文
の
吟
味
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
0
）
 
 

必
要
な
の
で
あ
る
。
『
西
行
全
集
』
が
こ
の
二
首
を
 
 

本
山
家
集
』
の
方
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
本
文
吟
味
か
ら
す
る
西
行
家
集
と
『
万
代
集
』
の
位
置
付
け
の
検
討
が
 
 

詞
書
の
差
異
の
吟
味
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、
 
 

鳥
羽
院
か
く
れ
さ
せ
給
て
の
ち
人
々
歌
よ
み
侍
け
る
に
 
 

税
七
五
 
 

こ
の
歌
及
（
二
六
六
）
 
の
歌
等
に
よ
り
て
、
 
 

詣
酌
鮎
Ⅷ
て
す
る
。
『
西
行
生
整
の
こ
蒜
の
脚
注
に
は
、
 
 

万
代
集
に
用
ゐ
し
西
行
の
集
ほ
流
布
本
と
異
り
た
る
系
統
の
本
な
る
こ
と
を
知
る
 
 

「
似
た
れ
ど
」
と
し
つ
つ
も
別
警
す
る
の
は
妥
当
だ
が
（
山
 
 

西
行
法
師
 
 

も
、
紀
伊
二
位
逝
去
の
折
の
歌
と
す
 
 

六
六
 
 

六
七
 
 む
、
本
来
は
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犬 井 草 専  1
4
1
 
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
、
こ
れ
は
『
万
代
集
』
所
載
の
西
行
歌
全
て
の
詞
書
の
本
文
の
吟
味
の
必
要
性
を
示
す
好
例
と
言
え
 
 

る
り
で
あ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
万
代
集
』
所
載
西
行
歌
の
本
文
の
吟
味
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
稿
を
改
め
る
と
し
て
、
『
万
代
集
』
は
『
山
家
集
』
 
 
 

も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
偉
か
ら
西
行
歌
を
撰
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
ば
明
ら
か
忙
で
き
た
と
思
う
。
こ
う
な
る
と
、
問
題
の
歌
が
『
万
 
 
 

代
集
』
で
西
行
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
た
の
も
、
『
山
家
集
』
、
そ
れ
も
六
家
集
版
本
系
で
は
な
く
院
明
文
庫
本
等
の
系
譜
の
未
も
し
く
 
 
 

は
軽
量
本
に
近
い
本
に
依
っ
て
撰
ん
だ
が
為
で
あ
る
、
と
判
断
し
て
誤
り
ほ
あ
る
ま
い
。
 
 

（
十
一
）
 
 

『
万
代
集
』
が
問
題
の
歌
を
西
行
歌
と
す
る
の
は
『
山
家
集
』
に
依
る
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
た
。
残
る
は
、
『
山
 
 

家
集
』
と
『
別
本
山
家
集
』
と
の
聞
忙
お
け
る
問
題
の
歌
由
流
れ
と
い
う
点
で
あ
る
。
 
 

問
題
の
歌
は
、
『
別
本
山
家
集
』
で
は
、
六
三
一
番
と
L
て
、
六
二
八
肯
か
ら
」
ハ
五
八
番
匠
至
る
「
恋
の
歌
よ
み
け
る
に
」
の
詞
書
 
 

で
ま
と
め
ら
れ
た
歌
群
に
観
り
、
『
山
家
集
』
で
は
、
六
五
九
番
と
し
て
、
六
五
三
番
か
ら
七
二
番
に
至
る
「
恋
」
の
詞
書
の
歌
群
 
 

に
載
る
。
両
集
の
こ
の
歌
謡
が
、
歌
順
の
点
で
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
久
保
田
淳
氏
作
製
「
『
別
本
山
家
集
』
『
山
家
集
』
『
西
 
 

へ
、
光
、
■
 
行
上
人
集
』
対
暇
表
」
で
明
ら
か
だ
が
、
い
ま
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

次
に
掲
げ
る
表
が
、
『
別
本
山
家
集
』
と
『
山
家
集
』
の
問
題
の
歌
を
収
め
る
歌
群
の
歌
番
号
を
対
照
し
、
他
集
の
所
収
状
況
を
併
 
 

せ
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、
『
別
本
山
家
集
』
の
問
題
の
歌
群
の
歌
ほ
、
末
尾
三
首
は
別
と
し
て
、
全
て
、
『
山
家
集
』
り
問
題
の
歌
 
 

群
に
載
る
。
し
か
も
、
歌
に
出
入
り
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
歌
順
が
合
致
し
、
道
順
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
他
の
西
行
家
集
の
場
合
、
 
 

部
分
的
に
は
『
山
家
集
』
と
歌
順
が
合
致
す
る
が
、
『
別
本
山
家
集
』
程
に
は
合
致
し
な
い
訳
だ
か
ら
、
こ
の
事
実
と
対
比
す
れ
ば
、
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ユ」・＿■   ⊥ ハ  ′ヽ   

別
本
山
家
集
 
 
 

五
九
九
 
 

五
八
一
 
 

五   

九  ⊂）  

初
 
 
 
旬
 
 

数
な
ら
ぬ
 
 

う
ち
む
か
ふ
 
 

山
か
つ
の
 
 
 

常
葉
山
 
 

な
け
く
と
も
 
 
 

な
に
と
な
く
 
 

な
に
ゆ
へ
か
 
 

あ
や
め
つ
ゝ
 
 

な
み
た
か
は
 
 

し
ほ
し
こ
そ
 
 
 

勧
お
も
へ
は
 
 

う
き
に
た
に
 
 
 

中
／
＼
に
 
 

な
に
せ
ん
に
 
 

む
か
は
ら
ほ
 
 

身
の
う
さ
の
 
 
 

ヨ
を
ふ
れ
ほ
 
 

「
別
本
山
家
集
」
r
山
家
集
」
敬
啓
号
対
照
表
 
 

和
酎
且
酎
且
封
 
 

山
 
家
 
集
一
 
西
行
上
人
集
 
 

御
裳
二
五
左
 
 

歌
 
 
合
 
 

御
裳
二
四
左
 
 

巻
一
九
－
三
 
 

巻
一
〇
－
一
 
 

万
代
集
 
 

巻
ニ
〓
ハ
 
 
 

巻
 
≡
六
 
 

一
新
千
載
 
〓
九
九
 
 

玉
葉
 
一
四
九
二
 
 

薪
古
今
一
一
四
七
 
 

杭
古
今
一
〇
七
七
 
 

勅
 
撰
 
集
 
 

新
古
今
一
一
〇
〇
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ハ  ′ヽ  
四 四  

′ヽ  ハ  ′ヽ  ′ヽ  
四 三 三 三  

○ 九 八 七  

甘
と
嘉
 
 

か
き
く
ら
す
 
 

物
お
も
へ
と
 
 

た
を
さ
り
の
 
 

な
に
と
こ
は
 
 
 

う
き
ふ
し
を
 
 
 

さ
ま
′
＼
に
 
 

も
の
お
も
へ
は
 
 
 

か
ゝ
る
身
に
 
 
 

お
ほ
つ
か
な
 
 

か
き
嵐
た
る
 
 

身
を
し
れ
は
 
 

な
か
′
＼
に
 
 

人
ほ
う
し
 
 
 

日
に
そ
へ
て
 
 

さ
る
こ
と
の
 
 
 

い
ま
そ
し
る
 
 

な
に
ほ
か
た
 
 
 

こ
ゝ
ろ
さ
し
 
 

な
か
・
′
＼
に
 
 
 

宮
河
三
田
左
 
 

御
裳
二
六
右
 
 

御
真
二
七
右
 
 す

九
主
 
 

巻
一
一
－
四
 
 
 

巻
丁
三
－
⊥
ニ
 
 

巻
 
三
六
 
 

薪
古
今
 
〓
一
九
八
 
 

新
古
今
一
l
〓
二
一
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／ヽ  ′ヽ  ／＼  

四 四 四  
九 八 七  

夢
を
な
と
 
 
 

さ
ほ
と
い
ひ
て
 
 

こ
ひ
ら
る
ゝ
 
 
 

言
葉
の
 
 

く
れ
な
ひ
の
 
 
 

あ
は
れ
と
て
 
 

わ
り
な
L
や
 
 

秋
ふ
か
き
 
 

い
か
に
せ
ん
 
 
 

物
思
ふ
 
 

扉
州
 
 

い
つ
と
な
く
 
 

は
り
ま
ち
や
 
 

あ
止
れ
て
ふ
 
 

せ
と
く
ち
旦
 
 

あ
言
ち
や
 
 

く
み
て
し
る
¶
 
け
ふ
是
つ
 
 

い
そ
の
ま
に
 
 
 

巷
一
一
－
三
 
 

巻
 
三
六
 
 

巻
 
三
〇
 
 

巻
 
≡
六
 
 

新
奇
今
 
〓
二
〇
七
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（
2
1
）
 
 

（
抑
）
 
 

『
山
家
集
』
『
副
本
山
家
集
』
両
党
の
関
係
の
深
さ
は
知
れ
よ
う
1
戸
⊥
些
庭
木
ほ
『
西
行
全
集
』
の
注
記
と
高
城
功
夫
氏
の
翻
刻
を
参
 
 

考
に
、
歌
の
載
・
不
載
を
確
認
す
る
に
留
め
た
。
細
部
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
た
い
 
－
。
 
 

『
別
表
山
家
集
』
と
『
山
家
集
』
の
両
歌
群
め
歌
順
が
基
本
的
に
は
合
致
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
、
前
者
に
歌
を
 
 

加
え
て
後
者
が
成
っ
た
か
、
道
に
、
後
者
り
歌
を
削
っ
て
前
考
か
戒
っ
た
と
い
う
、
二
つ
の
場
合
が
想
定
で
き
る
。
無
関
係
に
編
ま
 
 

れ
た
も
の
が
か
よ
う
に
合
致
す
る
筈
ほ
無
い
。
 
 
 

恐
竜
で
き
る
二
つ
の
場
合
の
一
方
、
即
ち
、
『
別
本
山
家
集
』
に
歌
を
加
え
て
『
山
家
集
』
が
成
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
か
 
 

密
か
を
、
ま
ず
検
討
し
て
み
る
。
 
 
 

『
山
家
集
』
の
こ
の
歌
群
の
五
十
九
百
中
に
、
『
別
本
山
家
襲
』
の
み
に
載
り
他
に
ほ
見
え
な
い
と
い
う
歌
が
十
首
あ
る
。
『
別
本
山
 
 

家
集
』
『
西
行
上
人
集
』
双
方
に
載
る
歌
は
t
一
十
」
ハ
首
に
及
ぷ
。
『
西
行
上
人
集
』
の
み
に
載
る
歌
が
二
首
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
十
九
 
 

百
中
聖
二
十
八
首
〔
六
割
四
分
）
ま
で
が
、
『
別
本
山
家
無
』
か
『
西
行
上
人
集
』
か
、
或
い
は
そ
の
双
方
に
、
載
る
と
い
う
訳
で
あ
 
 

る
。
こ
の
二
葉
を
併
せ
、
別
な
る
歌
を
加
え
る
こ
と
で
、
『
山
家
集
』
が
成
る
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
i
こ
の
歌
群
の
歌
 
 

に
限
っ
て
い
う
と
、
『
山
家
心
中
集
』
所
載
歌
は
全
て
『
西
行
上
人
集
』
 
に
載
り
、
両
河
歌
合
の
歌
は
全
て
 
『
西
行
上
人
集
』
 
に
も
 
 

『
山
家
心
中
集
』
に
も
載
る
訳
で
、
こ
こ
で
は
『
山
家
心
中
集
』
と
両
河
歌
合
は
と
り
た
て
て
は
触
れ
な
い
。
尤
も
、
こ
の
事
実
は
 
 
 

注
、
初
句
は
、
「
別
本
」
 
 

た
の
も
し
な
 
 

蓮
み
て
は
 
 
 

さ
h
ソ
と
も
と
 
 

ふ
と
見
し
 
 

は
れ
／
1
 
 

所
載
歌
ほ
「
別
表
」
 
に
依
り
、
 
 

一
一
四
二
 
 

〓
二
五
〇
 
 

七
一
〇
 
 

七
一
一
 
 載
 
 

載
 
 

載
 
 

載
 
 

載
 
 

≡
五
〇
 
 

五
六
〓
 
 

三
七
≡
 
 

四
七
九
 
 

≡
四
九
 
 

不
載
歌
は
「
山
家
集
」
に
依
る
。
松
屋
本
「
載
」
ほ
、
「
西
行
全
集
」
の
注
転
位
る
。
 
 

新
古
今
 
八
八
七
 
 

千
載
 
 
八
七
四
 
 

1（）2  
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大
き
な
問
題
に
関
わ
り
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
 
－
。
こ
れ
に
松
屋
本
を
加
え
る
と
、
五
十
九
首
中
の
五
十
首
（
八
割
五
分
）
ま
 
 

で
が
覆
え
る
訳
で
、
別
な
る
歌
は
九
首
の
み
と
な
る
。
 
 

但
し
、
問
題
が
残
る
。
そ
れ
で
は
『
別
本
山
家
集
』
の
こ
の
歌
群
の
末
尾
三
首
、
」
ハ
五
六
・
七
・
八
番
の
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

『
別
本
山
家
集
』
の
六
五
六
番
は
、
『
西
行
上
人
集
』
に
も
載
る
訳
だ
が
、
肝
腎
の
『
山
家
集
』
に
こ
の
歌
が
載
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

『
別
本
山
家
集
』
の
こ
の
歌
群
を
中
心
に
『
西
行
上
人
集
』
の
歌
を
併
せ
て
『
山
家
集
』
が
成
っ
た
の
な
ら
、
か
よ
う
な
筈
ほ
あ
る
ま
 
 

。
 
 
 

続
く
六
五
七
番
の
場
合
、
さ
ら
に
問
題
が
大
き
い
。
 
 
 

六
五
七
 
さ
り
と
も
と
酒
あ
ふ
事
を
た
の
む
か
な
し
で
の
山
ぢ
を
こ
え
ぬ
別
は
 
 

が
そ
の
歌
で
、
確
か
に
恋
歌
と
し
て
の
解
も
で
き
る
。
が
、
こ
の
歌
は
、
『
別
本
山
家
集
』
 
 

と
を
く
し
ゆ
ぎ
や
う
す
る
比
、
菩
撞
院
の
ま
へ
に
、
斎
院
に
て
人
々
別
り
歌
つ
か
ふ
ま
つ
り
け
る
に
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

町
詞
苦
で
、
末
句
「
こ
え
ぬ
か
ぎ
り
は
」
と
し
て
載
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
歌
は
、
『
別
本
山
家
集
』
で
は
、
恋
歌
と
別
離
歌
と
 
 

し
て
重
出
す
る
訳
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
『
西
行
上
人
集
』
に
お
い
て
は
、
雅
部
の
別
離
歌
に
、
四
七
九
番
と
し
て
、
 
 

と
を
く
修
行
し
侍
け
る
に
、
菩
提
院
の
前
に
、
斎
官
に
て
、
人
々
別
の
歌
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
 
ヽ
 
 

の
詞
書
で
、
兼
句
「
こ
え
ぬ
別
は
」
の
形
で
載
る
の
で
あ
る
。
詞
書
は
『
別
本
山
家
集
』
八
三
一
番
と
『
西
行
上
人
集
』
が
合
致
し
、
 
 

歌
は
『
別
本
山
家
集
F
一
二
ハ
五
七
番
と
『
西
行
上
人
集
』
が
合
致
す
る
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『
山
家
集
』
に
お
い
て
は
、
雑
 
 

部
に
、
 
 

と
を
く
修
行
す
る
事
あ
り
け
る
に
、
菩
提
院
の
さ
き
の
斎
官
に
ま
い
り
た
 
 

り
け
る
に
、
人
々
わ
か
れ
の
歌
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
 
 
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

〓
四
二
 
さ
り
と
も
と
猶
あ
ふ
こ
と
を
た
の
む
か
な
し
で
の
山
ぢ
を
こ
え
ぬ
わ
か
れ
は
 
 で

は
、
八
≡
一
番
に
、
別
離
歌
と
し
て
、
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と
、
『
西
行
上
人
集
』
と
同
じ
形
で
載
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
詞
書
や
末
句
の
異
文
、
恋
と
別
離
の
旗
い
の
差
、
な
ど
を
見
 
鵬
 
l
 
 

る
と
、
『
別
本
山
家
集
』
六
五
七
番
と
『
西
行
上
人
集
』
を
併
せ
て
『
山
家
集
』
が
成
つ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
因
み
に
 
 

こ
の
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
に
も
、
 
 

と
ほ
き
所
に
修
行
せ
ん
と
て
出
で
た
ち
侍
り
け
る
に
、
人
々
わ
か
れ
を
し
 
 

み
て
よ
み
侍
り
け
る
（
相
鮎
聖
 
 

ヽ
ヽ
 
 
八
八
七
 
さ
り
と
も
と
猶
あ
ふ
車
を
膿
む
哉
し
で
の
山
ぢ
を
こ
え
ぬ
別
れ
は
 
 

（
2
9
）
 
 

と
、
『
西
行
上
人
集
』
と
同
じ
形
で
入
集
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
別
本
山
家
集
』
の
こ
の
歌
群
の
最
末
尾
に
あ
た
る
六
五
八
番
の
歌
は
、
 
 
 

六
五
八
 
あ
ふ
と
見
し
そ
の
夜
の
夢
は
さ
め
で
あ
れ
な
な
が
き
ね
ぷ
り
は
う
か
る
べ
け
れ
ど
 
 

と
い
う
恋
歌
で
、
『
西
行
上
人
集
』
に
も
載
る
。
こ
れ
が
、
『
山
家
集
』
で
は
「
恋
百
十
首
」
≡
謹
む
竺
首
で
あ
っ
て
、
先
 
 

程
来
問
題
の
歌
群
の
歌
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
『
別
表
山
家
集
』
と
『
西
行
上
人
集
』
を
併
せ
て
『
山
家
集
』
が
成
っ
た
と
 
 

い
う
見
方
を
採
る
こ
と
を
庸
躇
さ
せ
る
。
 
 

（
3
0
）
 
 
 

『
山
家
集
』
の
「
恋
百
十
首
」
を
め
ぐ
つ
て
、
先
覚
に
に
ぎ
や
か
な
論
争
が
あ
る
。
そ
の
論
点
の
一
つ
は
、
こ
の
歌
群
が
歌
数
の
点
 
 

で
は
変
則
的
な
百
十
首
で
あ
る
点
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
ほ
、
こ
の
百
十
首
甲
後
方
に
載
る
、
 
 

こ
の
歌
、
頓
も
又
、
人
に
変
り
た
る
こ
と
ど
も
も
、
あ
り
げ
な
れ
ど
も
、
書
か
ず
。
 
 
 

こ
の
歌
ど
も
、
や
ま
ぎ
と
な
る
人
の
語
る
に
随
ひ
て
書
き
た
る
な
り
。
き
れ
ば
僻
事
ど
も
や
、
昔
今
の
事
と
り
集
め
た
れ
ば
、
 
 
 

時
折
節
遥
ひ
た
る
こ
と
ど
も
（
加
納
砧
碩
舵
硝
）
 
 

と
い
う
左
注
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
、
百
十
首
を
ま
と
め
た
の
は
西
行
か
別
人
か
と
い
う
、
本
稿
の
課
題
と
も
関
わ
 
 

る
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
件
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
こ
の
歌
群
の
最
末
尾
の
歌
が
さ
よ
う
な
問
題
に
関
わ
る
 
 

の
だ
と
い
う
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
の
対
照
表
で
『
別
本
山
家
集
』
を
殊
更
に
二
段
に
分
け
て
示
し
た
が
、
そ
の
 
 

下
段
に
示
し
た
歌
番
号
の
歌
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
 
 
 

『
山
家
集
』
六
五
五
番
の
歌
は
、
『
別
本
山
家
集
』
で
は
五
九
〇
番
で
、
問
題
の
歌
の
載
る
 
「
恋
の
歌
よ
み
け
る
に
」
と
い
う
歌
群
 
 

の
歌
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
『
別
表
山
家
集
』
で
下
段
に
示
し
た
十
首
は
、
『
別
本
山
家
集
』
 
で
は
歌
群
を
異
に
す
る
。
敢
え
て
 
 

下
段
に
掲
げ
た
所
以
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
十
首
を
『
山
家
集
』
の
順
に
『
別
本
山
家
集
』
の
歌
番
号
を
辿
る
と
、
五
九
〇
・
六
〇
〇
・
五
八
四
・
五
入
六
∵
五
九
九
…
…
 
 

と
続
き
規
則
性
が
な
い
。
両
集
の
こ
の
十
首
の
歌
順
は
無
関
係
と
見
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
十
首
を
『
別
表
山
家
集
』
の
歌
順
 
 

に
戻
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
西
行
上
人
集
』
の
歌
番
号
を
見
る
と
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
、
 
 
 

∧
別
本
山
家
集
）
 
五
入
叫
・
五
入
四
・
五
八
六
・
五
八
八
・
五
八
九
・
五
九
〇
・
五
九
九
・
六
〇
〇
・
八
二
〓
・
八
七
｝
 
 

が
『
別
本
山
家
集
』
の
歌
番
号
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
『
西
行
上
人
菓
』
で
は
、
 
 
 

（
西
行
上
人
集
）
 
≡
一
九
二
二
l
一
九
二
二
≡
三
二
二
三
六
二
二
二
元
・
三
四
一
二
二
六
八
二
二
七
一
・
四
七
九
・
五
三
一
 
 

と
な
る
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、
岡
集
に
お
け
る
こ
の
十
首
の
歌
順
ほ
、
逆
行
す
る
こ
と
が
な
く
、
基
本
的
に
同
じ
な
 
 

の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
『
別
表
山
家
集
』
 
の
歌
順
が
 
『
西
行
上
人
集
』
 
と
基
本
的
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
 
 

を
示
す
訳
で
あ
る
。
 
 
 

前
述
の
と
お
り
、
問
題
の
歌
群
で
は
、
『
別
本
山
家
集
』
は
『
山
家
集
』
と
歌
順
が
合
致
す
る
。
そ
の
事
実
と
、
い
ま
示
し
た
事
実
 
 

を
併
せ
る
と
、
『
別
表
山
家
集
』
は
『
山
家
集
』
『
西
行
上
人
集
』
 
の
双
方
と
何
ら
か
の
形
で
交
渉
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
十
首
の
内
、
末
尾
二
首
ほ
、
『
別
本
山
家
集
』
 
で
も
『
西
行
上
人
集
』
 
で
も
、
問
題
の
歌
群
よ
り
後
方
の
歌
で
あ
る
。
そ
こ
 
 

で
、
最
初
の
八
首
を
ま
ず
検
討
す
る
と
、
こ
の
八
首
は
、
『
別
本
山
家
集
』
で
は
、
五
八
一
肯
か
ら
六
二
八
番
に
至
る
歌
群
（
但
し
詞
 
 

（
3
1
）
 
 

書
を
欠
く
）
、
つ
ま
り
問
題
の
歌
群
聖
里
別
の
歌
群
に
載
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
事
実
を
知
る
と
、
さ
き
に
可
能
性
を
想
定
し
よ
う
な
、
『
山
家
集
』
の
問
題
り
歌
群
が
 
『
別
本
山
家
集
』
と
『
西
行
上
人
集
』
 
 

を
併
せ
た
も
の
な
ら
、
『
別
表
山
家
集
』
の
問
題
の
歌
群
の
歌
の
方
は
歌
順
を
変
え
ず
、
直
前
の
歌
群
の
歌
の
方
は
、
葛
西
行
上
人
集
』
 
 

ヽ  
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と
歌
順
が
合
致
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
歌
順
を
変
え
て
、
併
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
い
さ
さ
か
不
自
然
と
言
う
外
な
い
。
 
 

l
 
 

残
る
二
首
の
内
、
八
二
二
番
は
、
既
に
重
出
敢
と
し
て
吟
味
を
済
ま
せ
た
の
で
、
残
る
一
首
を
検
討
す
る
と
、
 
 

（
ハ
か
）
 
 

八
七
一
う
き
ふ
し
を
先
思
ひ
し
る
疾
か
な
さ
の
み
こ
そ
い
と
な
ぐ
き
む
れ
ど
も
 
 

が
そ
れ
で
、
「
述
懐
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」
 
の
詞
書
で
ま
と
め
ら
れ
た
八
」
ハ
六
番
か
ら
九
二
四
番
に
至
る
歌
群
中
に
載
る
。
『
西
 
 

行
上
人
集
』
に
も
「
述
懐
の
心
を
」
の
璽
票
或
る
（
宗
）
。
そ
れ
が
、
『
山
家
集
』
で
は
、
問
題
り
恋
歌
の
歌
群
中
に
、
六
七
四
 
 

番
と
し
て
載
る
の
で
あ
る
。
『
山
家
集
』
が
『
別
本
山
家
集
』
と
『
西
行
上
人
集
』
を
併
せ
た
も
甲
な
ら
、
両
集
で
述
懐
歌
と
き
れ
る
 
 

こ
の
歌
を
恋
歌
と
L
て
問
題
の
歌
群
に
収
め
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
歌
の
み
を
見
る
と
恋
と
し
て
の
解
釈
も
可
能
で
は
 
 

あ
る
が
、
述
懐
と
明
記
さ
れ
た
歌
を
恋
に
扱
い
を
変
え
る
と
い
う
の
ほ
、
不
自
然
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

以
上
、
問
題
の
歌
を
収
め
る
歌
群
の
把
握
と
名
歌
の
吟
味
か
ら
、
『
山
家
集
』
の
問
題
の
歌
群
は
『
別
本
山
家
集
』
に
『
西
行
上
人
 
 

菓
』
等
の
歌
を
併
せ
た
も
の
と
す
る
想
定
ほ
、
無
理
な
想
定
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

想
定
で
き
る
い
ま
一
つ
、
『
山
家
集
』
か
ら
歌
を
除
い
て
『
別
本
山
家
集
』
が
成
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
甲
有
無
が
、
次
な
る
課
題
 
 

と
な
っ
て
く
る
。
 
 
 

『
山
家
集
』
と
『
別
本
山
家
集
』
の
未
練
関
係
忙
つ
い
て
は
、
問
題
の
歌
群
に
限
定
せ
ず
、
全
巻
に
つ
い
て
の
本
文
吟
味
か
ら
、
別
 
 

に
論
証
を
加
え
る
所
存
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
詳
論
し
な
い
。
た
だ
、
以
上
で
『
別
表
山
家
集
』
か
ら
『
山
家
集
』
 
へ
の
耽
れ
は
考
え
 
 

ら
れ
な
い
と
証
明
で
き
た
訳
だ
か
ら
、
或
る
は
、
『
山
家
集
』
か
ら
『
別
本
山
家
集
』
へ
、
ま
た
は
、
両
集
は
祖
木
を
共
有
す
る
兄
弟
 
 

関
係
に
あ
る
、
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
 
 
 

そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
『
山
家
集
』
が
『
別
本
山
家
集
』
よ
り
も
前
に
位
置
す
る
と
言
え
る
。
既
に
、
本
稿
第
七
節
で
、
『
別
 
 

本
山
家
集
』
の
存
疑
歌
を
め
ぐ
る
後
出
性
を
例
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
ほ
、
『
別
表
山
家
集
』
の
問
題
の
歌
群
竺
一
首
を
例
 
 

に
、
そ
れ
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

六
五
四
 
あ
は
れ
く
こ
の
世
は
う
L
な
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
こ
む
世
に
か
く
や
く
る
し
か
る
べ
き
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は
、
前
掲
の
表
で
判
る
よ
う
に
、
西
行
白
撰
が
間
違
い
な
い
『
官
河
歌
合
』
や
、
『
山
家
集
』
・
松
屋
本
・
『
西
行
上
人
集
』
・
『
山
家
心
 
 

中
集
』
に
載
る
が
、
第
二
句
の
「
う
し
な
」
は
全
て
「
よ
し
や
」
と
あ
る
。
本
文
の
流
れ
は
『
山
家
集
』
が
『
別
本
山
家
集
』
に
先
 
 

行
す
る
と
言
え
る
。
 
 

六
五
八
 
あ
ふ
と
見
し
そ
の
夜
の
夢
は
さ
め
で
あ
れ
な
な
が
き
ね
ぷ
り
は
う
か
る
べ
け
れ
ど
 
 

も
、
『
官
河
歌
合
』
 
を
ほ
じ
め
、
『
山
家
集
』
・
松
屋
本
・
『
山
家
心
中
集
』
・
『
西
行
上
人
集
』
・
『
千
載
集
』
に
載
る
が
、
第
二
旬
は
全
 
 

て
「
そ
の
夜
の
夢
の
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
『
山
家
集
』
の
方
が
『
別
本
山
家
集
』
に
先
行
す
る
本
文
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
例
で
あ
 
 

る
っ
 
 
 

問
題
の
歌
群
に
限
っ
て
も
、
他
に
も
『
山
家
集
』
と
『
別
本
山
家
集
』
の
異
文
は
多
い
が
、
『
宮
河
歌
合
』
と
い
う
、
西
行
自
撰
が
 
 

確
か
な
集
が
本
文
上
の
物
差
と
な
る
二
例
を
示
し
て
み
た
。
『
官
河
歌
合
』
と
『
山
家
集
』
中
本
文
が
合
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
 
 

れ
と
異
な
る
『
別
本
山
家
集
』
の
本
文
ほ
『
山
家
集
』
よ
り
後
出
と
言
っ
て
よ
い
り
で
あ
る
。
 
 

『
別
本
山
家
集
』
は
『
山
家
集
』
よ
り
裸
出
の
本
文
で
あ
る
。
た
と
え
両
者
が
祖
本
を
共
有
す
る
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
 
 

『
山
家
集
』
が
見
で
あ
る
。
従
っ
て
、
問
題
の
「
何
故
か
」
の
歌
の
流
れ
も
、
そ
う
把
え
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

ヽ
 
 

ヽ
 
 

（
十
二
）
 
 

数
節
に
わ
た
り
、
「
何
故
か
」
町
歌
を
め
ぐ
る
西
行
家
集
と
私
撰
集
・
勒
援
集
の
先
検
閲
係
を
検
討
し
た
。
そ
り
結
果
、
『
山
家
集
』
 
 

か
ら
『
別
本
山
家
集
』
 
へ
、
ま
た
、
別
に
『
山
家
集
』
『
万
代
集
』
『
統
古
今
集
』
『
西
行
上
人
集
』
の
「
追
加
」
の
順
で
、
誤
り
が
継
 
 

承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。
 
 

推
測
で
き
た
こ
の
克
復
関
係
ほ
、
問
題
の
歌
の
初
句
の
異
文
の
推
移
と
も
矛
盾
し
な
い
。
即
ち
、
『
沿
承
≡
十
六
人
歌
合
』
は
初
旬
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3
1
 
が
「
何
せ
ん
に
」
だ
が
、
『
山
家
集
』
ほ
「
何
故
か
」
で
、
『
別
本
山
家
集
』
も
「
何
故
か
」
で
あ
る
b
『
万
代
集
』
も
「
何
故
か
」
で
 
瞞
 
ヽ
ヽ
1
 
 
 

あ
る
が
、
『
綻
古
今
集
』
に
は
「
何
故
に
」
と
あ
り
、
『
西
行
上
人
集
』
 
の
「
追
加
」
も
「
何
故
に
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
旬
の
三
 
 

稔
り
異
文
は
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
「
何
せ
ん
に
」
か
ら
『
山
家
集
』
の
「
何
故
か
」
、
そ
し
て
『
韓
古
今
集
』
の
「
何
故
に
」
 
 

と
、
順
に
変
化
し
た
訳
で
、
夫
々
無
関
係
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

初
句
の
異
文
の
推
移
で
荘
冒
さ
れ
る
の
が
、
「
何
せ
ん
に
」
か
ら
「
何
故
か
」
 
へ
、
つ
ま
り
 
『
治
承
一
二
十
六
人
歌
合
』
の
塾
か
ら
 
 

『
山
家
集
』
の
型
へ
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
本
文
変
化
の
慣
の
点
か
ら
見
る
と
、
現
存
『
山
家
集
』
は
、
「
何
せ
ん
忙
」
を
初
旬
と
す
 
 

る
文
献
 
－
 
例
え
ば
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
ご
と
き
も
の
‡
を
資
料
と
し
た
の
で
ほ
な
く
、
既
に
初
旬
が
「
何
故
か
」
と
な
っ
 
 

て
い
た
文
献
－
－
そ
れ
が
、
現
存
『
山
家
集
』
祖
本
か
、
現
在
知
ら
れ
な
い
別
種
の
西
行
家
集
か
、
歌
稿
の
よ
う
な
他
の
資
料
か
、
 
 

判
ら
な
い
が
ー
ー
J
ざ
質
料
と
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

尤
も
、
こ
れ
に
は
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
令
』
諸
本
の
本
文
調
査
と
、
本
稿
で
問
題
の
諸
集
の
本
文
調
査
、
そ
の
双
方
を
併
せ
た
 
 

（
3
2
）
 
 

吟
味
、
と
い
う
手
続
き
が
必
要
に
な
る
。
が
、
そ
の
件
を
詳
述
す
る
紙
幅
が
無
く
、
改
め
て
報
告
す
る
が
、
調
査
の
慨
略
を
述
べ
て
 
 

お
く
。
 
 
 

こ
の
書
の
管
見
の
四
伝
本
（
三
手
文
庫
本
・
山
口
県
立
図
書
館
本
・
神
宮
文
庫
本
・
松
平
文
庫
本
）
 
に
ほ
、
大
き
な
本
文
の
差
は
 
 

無
い
I
「
何
せ
ん
に
」
 
に
も
異
文
ほ
た
い
－
－
－
1
 
中
で
、
神
官
文
庫
本
の
本
文
が
全
体
と
し
て
本
来
的
な
性
格
を
多
く
含
ん
で
い
 
 

る
。
他
の
諸
集
所
載
歌
と
の
本
文
の
比
較
か
ら
も
、
そ
れ
が
確
認
で
き
る
。
尤
も
、
こ
の
本
は
十
二
番
右
以
降
の
み
の
寄
木
で
、
全
 
 

巻
は
覆
え
な
い
。
が
、
こ
り
本
の
存
在
が
こ
甲
吉
の
志
文
の
素
姓
り
良
さ
を
保
証
し
て
い
る
と
は
言
え
る
。
 
 
 

『
治
産
三
十
六
人
歌
合
』
の
問
題
の
歌
は
、
こ
の
喜
の
本
文
調
査
か
ら
、
初
句
「
何
せ
ん
に
」
に
間
違
い
は
な
い
。
従
っ
て
、
『
山
 
 

家
集
』
が
「
何
故
に
」
の
形
で
、
し
か
も
西
行
歌
と
L
て
こ
の
歌
を
載
せ
る
の
は
、
『
治
承
l
二
十
六
人
歌
合
』
以
外
の
介
在
の
文
献
が
 
 

あ
っ
た
と
考
え
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

こ
の
件
と
関
わ
る
の
だ
が
、
問
題
の
歌
が
問
題
の
歌
群
の
あ
の
位
置
に
載
る
の
は
、
偶
然
も
し
く
は
物
理
的
事
情
に
よ
る
混
入
で
 
 

ほ
な
く
、
多
く
町
西
行
歌
を
資
料
と
し
て
、
吟
味
L
つ
つ
配
列
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
上
で
の
こ
と
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
問
題
の
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】
状
爪
 
一
見
し
て
判
る
よ
う
忙
、
こ
り
辺
り
ほ
、
忍
恋
・
初
恋
・
思
恋
と
い
っ
た
、
恋
り
進
行
の
ご
く
初
期
り
歌
が
集
中
し
て
い
る
。
問
 
 

題
の
六
五
九
番
も
、
「
命
に
か
へ
て
」
逢
う
瀬
を
願
う
と
い
う
歌
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
歌
群
の
末
尾
近
く
で
も
、
 
 
 

六
九
九
 
も
の
思
へ
ば
ま
だ
夕
蕃
の
ま
～
な
る
に
明
け
ぬ
と
告
ぐ
る
し
は
鳥
の
声
 
 
 

七
〇
八
 
い
か
に
せ
ん
釆
む
世
の
賛
と
な
る
捏
も
見
る
め
難
く
て
遥
ぐ
る
う
ら
み
を
 
 
 

七
一
一
席
も
し
な
宵
あ
か
つ
き
の
鐘
の
お
と
物
思
ふ
罪
も
尽
き
ぎ
ら
め
や
は
 
 

と
い
っ
た
具
合
で
、
「
物
思
へ
ば
」
「
見
る
め
難
く
て
」
「
物
思
ふ
罪
」
 
と
い
う
、
ま
だ
達
恋
に
は
至
っ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
。
つ
ま
 
 

り
、
こ
の
歌
群
は
、
恋
の
進
行
の
ご
く
初
期
、
恋
の
成
就
ま
で
の
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
訳
で
あ
る
。
問
題
の
歌
も
そ
の
進
行
の
 
 

中
に
あ
る
。
 
 
 

い
ま
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
。
冒
頭
の
六
五
三
番
ほ
、
「
知
ら
せ
て
こ
そ
は
身
を
も
う
ら
み
め
」
と
自
分
だ
け
の
思
い
の
段
階
で
あ
 
 

人
u
▼
 
る
。
続
く
六
五
四
番
も
、
「
面
影
を
真
に
な
し
て
見
る
」
方
法
が
ほ
し
い
と
い
う
訳
で
、
前
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
六
五
五
番
 
1
0
 
 
 

歌
帯
の
冒
頭
は
、
 
 

恋
 
 
 

六
五
≡
 
 
 

六
五
四
 
 
 

六
五
五
 
 
 

六
五
六
 
 
 

六
五
七
 
 
 

六
五
八
 
 
 

大
五
九
 
 
 

六
六
〇
 
 

で
あ
る
。
 
 数

な
ら
ぬ
心
の
脊
に
な
し
果
て
じ
知
ら
せ
て
こ
そ
ほ
身
を
も
う
ら
左
め
 
 

う
ち
む
か
ふ
そ
の
あ
ら
ま
L
の
面
影
を
真
に
な
し
て
見
る
よ
し
も
が
な
 
 

や
ま
が
つ
の
荒
野
を
し
め
て
住
み
そ
む
る
片
だ
よ
り
な
る
恋
も
す
る
競
 
 

常
盤
山
し
ひ
の
下
柴
刈
り
す
て
ん
か
く
れ
て
お
も
ふ
か
ひ
の
な
き
か
と
 
 

な
げ
く
と
も
知
ら
ば
や
人
の
お
の
づ
か
ら
京
と
思
ふ
こ
と
も
あ
る
べ
き
 
 

何
と
な
く
さ
す
が
に
を
し
き
命
か
な
あ
り
へ
ば
人
や
お
も
ひ
し
る
と
て
 
 

な
に
ゆ
ゑ
か
今
日
ま
で
物
を
恩
は
ま
し
命
に
か
へ
て
蓮
ふ
世
な
り
せ
ば
 
 

怪
め
つ
ゝ
人
知
る
と
て
も
い
か
忘
ん
忍
び
は
つ
べ
き
訣
な
ら
ね
ば
（
譜
如
難
詰
髭
翫
聖
 
 

こ
れ
は
、
七
一
一
番
ま
で
続
く
歌
群
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
問
題
の
六
五
九
番
の
直
後
で
引
用
を
止
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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に
な
る
と
、
少
し
進
み
、
「
片
だ
よ
り
な
る
恋
」
と
な
る
。
六
五
六
番
は
、
「
か
く
れ
て
お
も
ふ
か
ひ
」
 
が
な
い
か
と
、
心
中
を
衷
情
 
 

に
出
す
こ
と
を
考
え
る
段
階
に
な
り
、
続
く
」
ハ
五
七
番
は
、
そ
う
す
れ
ば
相
手
が
「
京
と
思
ふ
こ
と
も
あ
る
べ
き
」
と
、
前
歌
の
意
 
 

を
さ
ら
に
進
め
る
。
 
 
 

六
五
八
番
は
、
「
あ
り
へ
ば
人
や
お
も
ひ
し
る
と
て
」
と
前
二
首
の
延
長
線
上
の
歌
だ
が
、
「
何
と
な
く
さ
す
が
に
を
し
き
命
か
な
」
 
 

と
「
あ
り
へ
ば
」
と
が
、
続
く
」
ハ
五
九
番
、
即
ち
問
題
の
歌
の
「
命
に
か
へ
て
逢
ふ
世
な
り
せ
ば
」
 
へ
と
連
続
し
て
い
く
よ
う
に
配
 
 

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
続
く
六
六
〇
番
は
、
そ
の
「
命
に
か
へ
て
逸
ふ
世
」
を
願
う
こ
と
と
空
間
違
で
、
「
忍
び
は
つ
ペ
き
訳
な
ら
 
 

ね
は
」
と
承
け
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
「
忍
び
は
つ
」
ほ
「
涙
を
」
り
意
だ
が
、
「
は
つ
」
の
語
か
ら
、
最
後
ま
で
、
つ
ま
り
命
が
尽
 
 

き
る
ま
で
忍
び
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
の
恵
も
く
み
と
っ
て
よ
く
、
直
前
の
「
を
し
き
命
」
「
命
に
か
へ
て
」
と
の
連
続
を
見
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
群
は
、
各
歌
の
主
題
や
蓑
現
・
用
語
の
点
に
ま
で
、
進
行
の
庶
理
に
基
づ
き
、
歌
の
配
列
に
心
が
配
ら
 
 

九
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
問
題
の
散
の
位
置
は
、
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
歌
が
偶
然
あ
る
い
は
物
理
的
な
事
情
 
 

で
こ
の
位
置
に
準
人
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
こ
の
歌
を
西
行
歌
と
す
る
資
料
に
依
っ
て
、
他
の
西
行
歌
と
併
せ
て
、
配
列
の
工
夫
 
 

が
こ
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

い
ま
一
つ
、
問
題
の
歌
と
こ
の
歌
碑
の
歌
と
の
密
接
な
関
連
を
括
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
、
問
題
の
歌
の
「
物
を
思
は
ま
し
」
と
い
 
 

う
表
現
で
あ
る
。
久
保
田
淳
氏
が
、
 
 
 

「
物
（
を
）
思
ふ
」
と
い
ふ
こ
と
は
は
、
か
れ
（
摘
・
酪
監
に
よ
っ
て
頻
用
さ
れ
た
こ
と
は
で
あ
っ
た
。
 

（
聖
 
 

「
物
を
思
ふ
」
と
い
ふ
こ
と
は
が
執
拗
に
つ
い
て
ま
は
る
歌
集
ほ
、
お
そ
ら
く
『
山
家
集
』
の
他
に
な
い
で
あ
ら
う
。
 
 

と
言
わ
れ
た
こ
と
と
も
関
わ
る
の
だ
が
、
前
引
の
十
数
首
の
み
で
も
見
当
が
つ
く
よ
う
に
、
こ
り
歌
群
に
は
「
物
思
ふ
」
「
恩
ひ
」
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
妬
）
 
 

い
う
語
が
多
い
。
こ
の
歌
群
の
五
十
九
首
の
内
に
、
「
物
を
思
ふ
」
竺
型
の
表
現
を
含
む
歌
が
他
に
十
首
も
あ
る
。
そ
九
に
、
「
思
ふ
」
 
 

「
思
ひ
」
と
い
う
語
が
詠
ま
れ
た
歌
が
十
鮎
あ
る
。
中
に
は
、
「
京
と
恩
ふ
」
盃
∵
「
人
窟
に
は
雷
ほ
ぬ
」
（
琶
の
よ
う
 
 

に
、
恋
の
「
恩
ひ
」
だ
け
の
意
で
は
な
い
例
が
七
首
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
問
題
の
歌
を
含
め
て
、
五
十
九
百
中
竺
一
十
≡
首
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以
上
が
、
本
稿
で
論
証
し
た
事
柄
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
大
き
な
問
題
が
出
て
来
る
。
『
山
家
集
』
 
は
西
行
自
撰
か
他
輝
か
と
い
 
 

闇
 
う
、
こ
れ
ま
で
も
論
争
の
あ
っ
た
件
が
そ
れ
で
あ
る
。
自
演
な
ら
ば
他
人
の
詠
歌
を
自
分
わ
歌
と
し
て
自
分
の
家
集
に
収
め
る
苧
は
 
 

「山家集」所載西行歌一首存疑（下J  

（
十
三
）
 
 

煩
雑
に
わ
た
っ
た
本
稿
の
整
理
を
L
て
お
き
た
い
。
 
 
 

『
山
家
焦
』
『
別
本
山
家
集
』
に
西
行
歌
と
し
て
載
る
「
何
故
か
」
の
歌
ほ
、
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
あ
る
よ
う
に
、
平
経
盛
の
 
 

詠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
集
は
別
人
詠
を
誤
っ
て
収
め
、
『
西
行
上
人
菓
』
李
花
亭
文
庫
本
は
西
行
歌
と
誤
っ
て
追
加
し
た
訳
で
あ
 
 

る
。
『
万
代
集
』
や
『
続
古
今
集
』
ほ
西
行
歌
と
誤
ら
れ
た
資
料
か
ら
こ
の
歌
を
撰
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
歌
を
西
行
詠
と
誤
っ
た
の
は
、
現
存
資
料
で
は
、
『
山
家
集
』
 
が
最
初
で
 
－
 
尤
も
、
『
山
家
集
』
 
の
質
料
の
段
階
で
既
に
 
 

誤
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
だ
が
 
－
、
こ
れ
を
『
別
本
山
家
集
』
が
継
承
し
、
別
に
、
『
万
代
集
』
『
揖
古
今
集
』
『
西
行
上
人
集
』
 
 

の
「
追
加
」
が
順
に
継
承
し
た
。
 
 

（
三
割
九
分
「
博
く
数
え
る
と
二
十
九
首
（
四
割
九
分
）
の
歌
が
「
思
ふ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
「
物
を
思
ふ
」
の
型
の
歌
が
一
割
七
分
 
 

も
こ
の
歌
群
を
占
め
る
、
と
い
う
事
実
は
、
問
題
の
歌
と
の
関
連
で
、
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
問
題
の
歌
の
「
何
故
か
今
日
ま
で
 
 

物
を
思
は
ま
L
」
は
、
反
葉
仮
想
と
は
い
え
、
こ
の
型
の
表
現
を
採
り
、
結
果
的
に
、
こ
の
歌
群
の
中
で
何
の
違
和
感
も
な
く
、
確
 
 

か
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

問
題
の
歌
の
初
旬
の
異
文
の
流
れ
と
、
こ
の
歌
を
収
め
る
歌
群
全
体
の
表
現
お
よ
び
配
列
の
而
と
か
ら
、
問
題
の
歌
は
、
既
に
西
 
 

行
歌
と
さ
れ
て
い
る
資
料
に
依
っ
て
、
『
山
家
集
』
 
編
集
時
に
、
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
て
誤
り
は
な
か
 
 

ろ
う
。
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あ
る
ま
い
、
と
い
う
経
験
則
か
ら
の
推
理
が
与
る
の
ほ
言
う
ま
で
も
な
い
。
因
哀
に
、
『
治
彗
l
十
六
人
歌
合
』
が
問
題
の
歌
を
経
 
ほ
 
l
 
 
 

盛
詠
と
す
る
の
が
誤
り
な
ら
、
こ
り
書
は
西
行
・
経
盛
両
人
の
在
世
中
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
両
人
が
承
知
す
ま
い
、
と
い
う
推
則
 
 

も
可
能
で
あ
る
。
家
集
に
は
他
人
詠
が
唱
入
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
見
方
も
あ
 
 

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
他
摂
家
集
の
場
合
に
取
っ
て
お
い
て
も
ょ
か
ろ
う
。
 
 
 

『
山
家
集
』
は
自
撰
か
他
撰
か
。
勿
論
、
こ
れ
ほ
、
本
稿
の
ご
と
く
唯
一
首
の
歌
の
吟
味
で
ほ
決
着
は
つ
か
な
い
。
先
覚
に
多
方
 
 

面
か
ら
の
御
研
究
が
あ
る
こ
と
ほ
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
現
存
『
山
家
集
』
は
原
型
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
す
る
見
方
 
 

が
現
今
学
界
で
ほ
有
力
で
あ
り
、
こ
れ
が
自
撰
・
他
撰
り
件
と
関
ゎ
っ
て
い
る
。
 
 

へ
3
7
）
 
 
 

窪
田
章
一
郎
氏
は
、
大
著
『
西
行
の
研
究
』
に
お
い
て
、
 
 

『
山
家
集
』
は
自
撰
で
あ
る
か
、
他
撰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
明
白
に
は
知
ら
れ
な
い
。
 
 

と
言
わ
れ
、
『
山
家
集
』
中
の
前
掲
の
左
往
な
ど
に
注
目
さ
れ
て
、
 
 

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
り
は
、
『
山
家
集
』
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
時
、
西
行
の
独
力
で
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
 
 
 

点
で
あ
る
。
身
辺
に
い
る
親
し
い
門
下
と
も
い
う
べ
き
人
物
が
、
あ
る
程
度
の
作
品
は
、
散
供
し
て
い
る
の
を
捜
し
求
め
て
、
 
 

協
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
行
も
ま
た
細
心
に
作
品
を
手
も
と
に
集
め
て
お
く
と
い
う
人
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
人
物
に
掃
 
 

示
を
与
え
て
、
蒐
集
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
一
応
ま
と
め
ら
れ
た
『
山
家
集
』
忙
は
、
末
尾
 
 

に
追
加
・
増
補
す
べ
き
作
品
が
、
後
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

と
さ
れ
た
。
『
山
家
集
』
は
西
行
日
揮
だ
が
、
最
初
か
ら
他
人
も
参
与
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
近
は
、
同
じ
く
増
補
を
認
め
る
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
 
 

〓
二
こ
 
 
 

『
山
家
集
』
 
の
成
立
事
情
は
必
ず
し
も
分
明
で
な
い
が
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
・
百
首
歌
に
部
類
さ
れ
た
原
形
が
、
数
次
に
 
 
 

亘
っ
て
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
弛
）
 
 

と
い
う
犬
養
廉
氏
の
御
発
言
の
よ
う
な
、
後
の
増
補
を
も
認
め
た
『
山
家
集
』
の
成
立
論
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
最
も
推
進
さ
れ
 
 

（
3
9
）
 
 

た
の
が
、
松
野
陽
一
氏
の
御
見
解
で
あ
る
。
氏
は
、
『
山
家
集
』
の
構
成
を
、
A
（
四
季
・
恋
・
雑
】
・
B
（
恋
百
十
首
）
・
C
（
旅
歌
・
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讃
岐
）
・
D
〔
旅
歌
）
・
E
（
十
題
百
首
〕
と
い
う
歌
群
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
 
 

山
家
集
は
原
型
（
A
）
部
分
が
自
辞
さ
れ
て
、
傑
成
の
私
撰
集
資
料
に
供
さ
れ
た
上
に
、
B
・
C
と
自
演
増
補
歌
群
が
加
わ
り
、
 
 

こ
の
段
階
で
山
家
心
中
集
が
抄
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
D
・
E
が
西
行
白
身
か
第
三
者
の
手
で
付
加
さ
れ
て
現
行
の
流
布
 
 

本
糸
山
家
集
と
な
っ
た
。
 
 

と
さ
九
る
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
『
山
家
集
』
は
西
行
白
撰
と
白
撰
増
補
で
あ
り
、
順
次
増
補
が
あ
っ
て
、
後
の
増
補
に
別
人
の
 
 

（
4
0
）
 
参
与
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
い
う
見
方
で
、
こ
れ
は
、
ご
く
最
近
に
お
け
る
、
後
藤
重
郎
氏
の
、
 
 

下
帖
に
お
い
て
ほ
、
度
々
の
生
長
段
階
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
自
撰
・
他
撰
の
問
題
も
こ
れ
に
締
ま
り
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
 
 

西
行
自
撰
の
 
「
原
山
家
集
」
 
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
、
西
行
白
身
に
よ
り
、
ま
た
は
他
の
人
の
手
に
よ
り
、
 
 

次
々
増
補
さ
れ
て
現
在
の
『
山
家
集
』
の
形
態
を
た
す
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

と
い
う
、
研
究
史
の
整
理
を
併
せ
た
御
説
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

諾
先
覚
の
『
山
家
集
』
増
補
本
説
は
、
稿
者
な
り
の
追
跡
で
も
迩
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
筋
の
点
で
、
賛
意
を
表
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
木
桶
の
論
証
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
『
山
家
集
』
の
増
補
は
、
必
ず
し
も
歌
群
単
位
で
行
な
わ
 
 

れ
た
と
ほ
限
ら
ず
、
各
々
の
歌
単
位
の
増
補
と
い
う
点
も
考
慮
す
べ
き
段
階
に
至
っ
て
い
る
、
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
検
 
 

討
し
た
の
は
、
唯
の
一
首
の
み
だ
が
。
 
 
 

特
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
問
題
の
歌
が
、
諸
氏
が
 
「
原
型
」
 
と
さ
れ
る
 
『
山
家
集
』
 
の
恋
部
の
歌
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
る
 
 

と
！
第
七
節
で
登
謹
詠
の
可
能
性
あ
り
と
し
た
歌
も
「
原
型
」
と
さ
れ
る
秋
部
の
歌
で
あ
る
ト
岳
㌧
 
詠
老
存
疑
歌
は
必
ず
し
も
増
 
 

補
さ
れ
た
歌
群
と
さ
れ
て
い
る
歌
群
の
歌
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
原
型
」
と
さ
れ
る
歌
群
中
に
在
る
訳
で
、
注
意
を
要
し
よ
う
。
全
 
 

て
の
歌
群
に
、
西
行
家
集
と
し
て
、
『
山
家
集
』
と
し
て
、
本
来
的
で
は
な
い
歌
の
混
入
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。
 
 
 

勿
論
、
そ
の
よ
う
な
歌
単
位
の
混
入
が
、
歌
群
単
位
の
増
補
の
前
か
後
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
稿
老
に
は
、
 
 

ま
だ
そ
の
検
討
の
準
備
が
無
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
ら
な
い
。
が
、
現
存
『
山
家
集
』
は
、
「
原
型
」
と
さ
れ
て
い
る
歌
群
で
あ
っ
て
 
 

も
、
増
補
も
し
く
ほ
誤
入
の
歌
が
あ
る
、
と
だ
け
ほ
言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
。
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『
山
家
集
』
他
撰
と
い
う
件
と
関
わ
っ
て
、
で
ほ
編
者
は
誰
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
氏
の
藤
原
 
u
 
 
 
 
 
 
 
（
現
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

隆
信
雨
着
説
が
あ
る
。
書
陵
部
蔵
幽
斎
本
の
奥
喜
を
外
部
徴
証
と
し
、
『
山
家
集
』
の
詞
書
に
見
え
る
西
行
と
大
原
三
寂
や
隆
信
と
の
 
 

親
交
を
内
部
徴
証
と
す
る
考
証
で
あ
る
。
山
岸
氏
説
に
関
す
る
稿
老
の
吟
味
は
準
備
が
未
だ
無
く
、
ま
た
、
稿
老
な
り
の
考
え
が
あ
 
 

る
訳
で
も
な
い
。
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
氏
が
「
流
布
本
の
山
家
集
は
、
西
行
の
白
撰
で
は
な
い
」
と
さ
れ
 
 

た
点
ほ
、
注
E
し
た
い
。
 
 

要
す
る
に
、
稿
老
は
、
現
在
私
ど
も
が
見
る
『
山
家
集
』
は
、
別
人
詠
を
も
西
行
歌
と
し
て
収
め
る
と
い
う
ふ
う
な
誤
謬
を
も
含
 
 

ん
だ
、
他
撰
家
集
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

勿
論
、
別
人
詠
歌
の
誤
入
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
『
山
家
集
』
他
撰
を
証
明
す
る
為
の
証
拠
の
一
つ
で
し
か
な
い
。
別
の
証
拠
、
 
 

例
え
ば
、
『
山
家
集
抄
』
の
「
六
歌
仙
の
集
中
に
、
唯
、
此
山
家
集
り
み
、
後
人
の
撰
み
集
め
L
と
見
ゆ
」
と
い
っ
た
外
部
徴
証
 
－
 
 

（
4
2
）
 
 

尤
も
、
意
見
証
拠
だ
が
 
ー
 
の
吟
味
や
、
山
木
幸
一
氏
が
言
及
さ
れ
た
よ
う
な
、
詞
書
の
語
法
、
特
に
「
き
」
 
「
け
り
」
の
用
法
と
 
 

い
っ
た
内
部
徴
証
か
ら
の
吟
味
、
等
を
要
し
よ
う
。
が
、
別
人
詠
歌
の
誤
入
と
い
う
証
拠
は
、
現
存
『
山
家
集
』
を
他
撰
と
証
明
す
 
 

る
為
の
、
か
な
り
、
と
い
う
よ
り
極
め
て
、
価
値
の
高
い
証
拠
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

い
ま
一
つ
、
『
山
家
集
』
 
西
行
他
撰
の
件
と
関
わ
っ
て
く
る
の
が
、
西
行
家
集
全
て
の
成
立
の
先
後
関
係
め
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

も
、
本
稿
の
課
題
で
は
な
く
、
改
め
て
検
討
す
る
所
存
で
あ
る
が
、
本
稿
の
論
証
と
の
関
連
で
、
稿
老
は
次
の
よ
う
な
見
当
を
付
け
 
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
申
し
述
べ
る
。
即
ち
、
問
題
の
歌
を
 
ー
 
そ
し
て
壁
蓮
詠
と
思
し
き
「
清
見
潟
」
の
歌
を
1
－
－
、
『
山
家
 
 

集
』
と
『
別
本
山
家
集
』
が
誤
る
と
い
う
の
は
、
西
行
家
集
と
し
て
は
本
来
の
姿
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
歌
を
載
せ
な
い
『
西
 
 

行
上
人
集
』
『
山
家
心
中
集
』
『
聞
書
隻
』
『
残
集
』
は
、
こ
の
誤
り
が
無
い
と
い
う
一
点
に
限
っ
て
は
、
西
行
家
集
本
来
の
姿
を
保
っ
 
 

て
い
る
と
見
て
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
集
も
、
一
首
一
首
に
つ
い
て
、
西
行
詠
か
香
か
の
吟
味
を
要
す
る
 
 

の
だ
が
。
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『
山
家
集
』
り
現
存
形
態
は
西
行
白
旗
に
非
ず
、
こ
れ
が
本
稿
の
立
証
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
証
明
す
る
為
に
、
『
山
家
集
』
に
は
 
 

別
人
詠
歌
の
誤
入
が
あ
る
と
い
■
り
こ
と
を
、
『
治
承
享
十
六
人
歌
合
』
所
載
平
経
盛
詠
歌
を
例
に
、
吟
味
し
て
み
た
。
日
揮
家
集
で
あ
 
 

る
な
ら
他
人
詠
歌
を
自
分
の
歌
と
し
て
自
分
あ
家
集
に
収
め
る
筈
が
な
い
、
と
い
う
経
験
則
か
ら
の
推
理
を
以
っ
て
、
先
の
立
証
課
 
 

題
を
論
証
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
試
み
た
、
立
証
課
題
、
そ
の
立
証
の
為
に
提
出
し
た
証
拗
、
そ
う
し
て
、
証
拠
価
値
の
判
定
、
ま
た
、
推
理
町
過
程
と
方
 
 

法
な
ど
に
関
し
て
、
大
方
の
御
叱
正
・
御
教
示
を
賜
わ
れ
は
幸
い
で
あ
る
。
 
 

荘
 
 
 

（
1
）
 
「
文
芸
言
語
研
究
」
文
芸
蔦
六
 
へ
昭
和
五
六
年
1
2
月
－
。
 
 
 

（
ヱ
 
久
松
清
一
氏
編
校
「
中
世
の
文
学
 
歌
論
集
こ
（
昭
和
四
六
年
2
月
刊
）
所
収
、
有
吉
保
氏
校
注
担
当
。
底
本
旺
、
群
書
類
従
本
。
 
 
 

【
且
 
風
巻
意
次
郎
氏
校
注
担
当
「
山
家
集
金
牌
和
歌
集
」
｛
昭
和
≡
六
年
4
月
刊
）
。
 
 
 

（
4
）
 
谷
山
茂
氏
「
未
刊
中
世
歌
合
集
上
－
（
古
典
文
庫
・
昭
和
≡
四
年
3
月
刊
）
所
収
r
治
承
三
十
六
人
駅
舎
」
の
「
解
題
」
。
 
 
 

（
5
）
一
尾
山
音
二
郎
氏
校
注
「
西
行
法
師
全
歌
集
」
（
昭
和
一
三
年
－
月
刊
「
佐
佐
禾
信
綱
氏
等
編
「
西
行
全
集
」
（
昭
和
十
六
年
2
月
刊
）
な
ど
。
 
 
 

（
且
 
岸
上
慎
二
氏
「
後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
」
（
昭
和
四
一
年
1
月
刊
）
第
八
草
・
第
十
章
な
ど
。
 
 
 

丁
一
r
拾
遺
集
」
恋
三
 
（
八
二
〇
番
】
 
の
 
「
萌
し
ら
ず
 
よ
み
人
し
ら
ず
 
こ
ぬ
人
を
ま
つ
ち
の
山
の
時
鳥
お
な
じ
心
忙
ね
こ
そ
な
か
る
れ
」
 
（
「
国
歌
大
 
 

観
ヒ
 
を
本
歌
と
す
る
。
 
 
 

（
8
一
r
平
安
朝
歌
合
大
成
」
二
五
 
（
底
本
は
、
十
巻
本
と
廿
巻
本
】
。
左
一
首
目
。
 
 
 

へ
9
）
 
r
私
家
集
大
成
」
所
収
り
、
宮
内
庁
葺
陵
部
蔵
本
・
西
本
駁
寺
本
「
三
十
六
人
集
」
本
■
都
罪
名
宇
集
切
望
二
本
を
調
整
。
 
 
 

（
1
0
】
 
r
西
行
上
人
集
」
の
「
追
加
」
の
詞
書
の
欠
脱
は
、
こ
れ
以
外
に
も
多
い
。
 
 
 

（
1
1
）
 
日
本
古
典
全
書
「
山
家
集
」
 
｛
昭
和
二
二
年
1
2
月
刊
）
。
 
 
 

（
1
2
）
 
「
西
行
法
師
全
歌
集
」
 
（
昭
和
一
三
年
7
月
刊
∨
 
二
〇
六
貫
脚
注
。
 
 
 

（
n
ニ
管
見
の
「
山
家
集
」
諸
本
で
は
、
六
家
集
版
本
（
架
鹿
本
）
が
一
五
六
九
首
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
本
（
桑
原
博
史
氏
著
「
西
行
全
歌
集
上
」
所
収
）
 
 

で
は
一
五
七
二
首
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
未
巾
に
修
正
を
要
す
る
捏
の
誤
差
転
生
じ
な
い
ら
 
 
 

（
1
。
ご
 
管
見
の
r
西
行
上
人
集
」
諸
本
で
ほ
、
天
耳
本
三
森
典
社
善
本
叢
書
」
所
収
）
は
五
八
五
首
、
細
川
木
（
「
在
九
州
国
文
資
料
影
印
著
書
」
）
 
ほ
五
 
 

九
七
首
、
東
大
国
文
研
究
室
蔵
禾
∴
巷
首
蒔
丁
あ
り
）
は
五
八
〇
首
、
延
宝
二
年
版
本
は
五
九
二
首
で
、
修
正
を
要
す
る
起
り
誤
差
ほ
生
じ
な
い
。
 
 
 

（
1
5
）
 
「
西
行
物
語
」
は
、
桑
原
博
史
氏
著
r
西
行
物
語
全
訳
注
」
壷
敦
社
学
術
文
庫
、
昭
和
五
六
年
4
月
刊
】
 
に
依
り
、
r
静
嘉
豊
文
庫
歳
伝
阿
仏
尼
筆
 
 

本
」
 
へ
昭
和
五
四
年
1
1
月
刊
）
 
を
参
親
し
て
調
査
。
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（
聖
一
見
、
五
七
九
番
の
「
宵
月
密
」
 
の
詞
宙
が
六
二
七
詰
ま
で
続
く
ご
と
く
だ
が
、
こ
の
詞
書
止
五
七
九
・
五
八
〇
番
由
み
忙
関
わ
り
、
五
八
一
番
 
 
 

「
日
を
ふ
れ
は
祝
の
雨
の
あ
し
そ
へ
て
は
る
ペ
く
も
な
き
裁
こ
1
ろ
か
な
」
以
下
は
、
こ
の
詞
毒
の
歌
で
ほ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
五
八
一
番
の
詞
書
 
 
 

が
欠
け
た
、
と
見
て
お
く
が
、
五
七
七
番
の
 
「
恋
の
歌
よ
み
け
る
に
」
 
の
詞
書
が
六
二
七
否
ま
で
の
歌
群
の
詞
書
で
、
五
七
九
・
五
八
〇
番
竺
一
首
 
 
 

が
「
寄
月
恋
」
 
の
詞
書
と
共
に
こ
の
歌
群
の
中
に
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
、
と
い
う
可
能
性
が
強
い
や
「
平
安
私
家
集
L
四
三
五
貢
以
下
参
晴
。
 
 

（
望
 
「
「
沿
革
二
十
六
人
歌
合
』
本
文
考
」
と
題
し
て
、
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
例
会
（
昭
和
五
六
年
十
山
月
十
田
口
こ
に
、
口
頭
で
報
告
L
た
。
 
 
 

（
1
6
）
 
岡
田
希
姓
氏
「
夫
木
和
歌
抄
私
見
」
 
（
「
国
語
国
文
の
研
究
」
昭
和
三
年
1
0
月
「
浜
口
博
幸
氏
「
真
木
和
歌
抄
成
立
敦
」
 
〈
「
国
語
国
文
」
 
昭
和
二
五
 
 
 

年
1
2
月
）
、
山
田
清
市
氏
『
作
者
分
類
真
木
和
歌
抄
 
研
究
索
引
語
」
南
和
四
五
年
3
月
刊
）
等
忙
依
る
。
 
 

（
1
7
）
 
丹
蹄
老
害
本
に
依
る
。
猶
、
本
稿
「
上
」
 
に
引
い
た
こ
の
奥
書
忙
つ
い
て
、
佐
藤
恒
推
氏
よ
り
、
撰
者
自
筆
本
は
 
「
暮
秋
敦
療
削
老
也
」
 
で
あ
る
 
 

旨
、
御
注
意
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
 

（
望
 
桑
原
博
史
氏
著
r
西
行
物
語
全
訳
注
」
（
注
望
 
の
「
解
説
」
。
 
 

（
1
9
）
 
詳
述
す
る
紙
哺
が
無
い
が
、
本
文
の
上
で
も
、
そ
の
こ
と
は
推
測
で
き
る
ゥ
 
 

（
2
0
）
 
佐
佐
木
信
綱
・
川
田
帽
∵
伊
藤
嘉
夫
・
久
曽
神
昇
氏
編
「
西
行
全
集
』
 
（
昭
和
t
六
年
2
月
刊
し
。
 
 

（
2
1
）
 
注
銅
の
書
に
示
さ
れ
た
松
岸
本
に
関
す
る
注
記
と
、
高
城
功
夫
氏
「
松
屋
本
『
山
家
集
』
－
翻
刻
・
校
異
・
研
究
－
」
（
「
東
洋
」
 
昭
和
五
七
年
連
載
 
 
 

中
）
 
に
依
り
調
査
。
稿
後
、
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
集
』
 
（
昭
和
五
七
年
5
月
刊
）
を
参
照
し
た
。
 
 

（
型
 
「
私
家
集
大
成
』
所
収
『
源
師
光
集
」
の
 
「
解
題
」
に
お
い
て
、
桑
原
博
史
氏
も
、
「
末
尾
の
六
首
は
、
勅
操
集
に
よ
る
増
補
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
 
 

（
翌
 
森
本
元
子
氏
 
『
私
家
集
の
研
究
」
（
昭
和
四
一
年
1
1
月
刊
∵
松
野
陽
一
氏
 
「
寿
東
西
首
に
つ
い
て
」
 
〈
「
和
歌
文
学
研
究
」
 
三
一
号
・
昭
和
四
九
年
 
 

6
月
）
 
に
依
る
。
 
 

〔
2
4
）
 
「
r
万
代
和
歌
集
』
伝
本
考
」
 
〔
「
文
学
二
語
学
」
八
六
号
・
昭
和
五
四
年
1
2
月
）
 
忙
お
け
る
安
田
徳
子
氏
の
御
発
言
な
ど
。
 
 

（
空
 
山
岸
徳
平
氏
は
 
「
別
表
山
家
集
も
亦
、
西
行
自
筆
の
も
の
、
も
し
く
は
西
行
自
珪
の
集
で
あ
っ
た
か
と
考
へ
ぎ
る
を
碍
な
い
」
（
「
山
家
心
中
実
に
 
 
 

就
い
て
」
・
F
山
岸
徳
平
著
作
集
汀
」
昭
和
四
六
年
1
1
月
刊
〕
と
さ
れ
る
が
、
久
保
田
淳
氏
は
「
「
西
行
上
人
集
』
や
「
山
家
集
」
系
統
の
本
、
さ
ら
に
 
 
 

は
松
藍
本
の
ご
と
き
末
文
を
宿
す
る
本
か
ら
作
品
を
披
い
て
再
銅
臭
し
た
本
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
（
『
平
安
私
家
集
し
所
収
の
「
解
説
」
、
軍
都
五
 
 
 

四
年
7
月
）
 
と
さ
れ
る
。
 
 

（
空
 
こ
の
歌
ほ
「
西
行
上
人
集
」
諸
本
で
異
同
が
大
き
い
。
講
書
も
、
「
真
野
月
」
 
と
す
る
東
大
国
文
研
究
室
本
、
「
夏
野
草
」
 
と
す
る
天
文
本
・
細
川
 
 

3亡1292827  

本
・
内
閣
文
庫
三
〇
丁
五
一
五
）
本
、
「
真
野
鹿
」
と
す
る
延
宝
版
本
・
内
閣
文
庫
（
二
〇
T
五
一
四
）
本
、
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

但
L
、
『
国
歌
大
説
』
に
依
る
。
こ
の
集
の
諸
本
の
本
文
忙
つ
い
て
は
、
未
調
査
。
 
 
 

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
「
平
安
私
家
集
」
所
収
「
別
本
山
家
集
』
 
り
 
「
解
説
」
 
に
付
さ
れ
た
も
の
。
 
 
 

日
太
古
典
文
学
大
系
「
新
古
今
和
歌
集
」
 
（
底
本
、
小
官
堅
次
郎
武
蔵
本
）
 
に
依
る
。
 
 
 

伊
藤
芳
夫
氏
「
歌
人
西
行
し
面
和
三
」
年
7
月
刊
）
、
窪
田
幸
一
郎
氏
r
西
行
の
研
究
』
南
聖
二
六
年
1
月
刊
∵
 
久
保
田
淳
氏
 
「
西
行
の
恋
歌
 
 

に
つ
い
て
」
 
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
三
七
年
1
1
月
号
）
、
山
木
幸
一
氏
「
山
家
集
題
号
考
」
 
（
「
国
語
国
文
研
究
」
 
第
四
四
号
・
昭
和
四
四
年
9
月
）
 
 

な
ど
。
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（
加
霊
 
歌
を
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
配
列
す
る
こ
と
を
「
進
行
」
忙
依
る
配
列
と
称
す
る
。
恋
で
い
う
と
、
r
堀
河
百
官
」
の
「
初
恋
」
か
ら
「
初
偶
恋
」
、
 
 

そ
し
て
雇
」
 
へ
と
い
う
配
列
に
そ
の
典
型
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

（
空
 
「
西
行
の
恋
歌
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
三
七
草
1
1
月
号
）
。
後
に
、
『
新
古
今
歌
人
の
研
発
〓
宿
和
田
八
年
】
 
の
第
一
欝
葬
≡
茸
第
 
 

三
節
に
収
め
ら
れ
る
。
 
 
 

（
聖
 
歌
番
号
の
み
を
示
す
。
六
六
三
二
ハ
六
七
・
六
七
丁
六
七
六
こ
ハ
九
九
・
七
〇
五
・
七
〇
六
・
七
〇
七
・
七
〇
九
・
七
二
。
 
 
 

（
聖
 
歌
番
号
の
み
を
示
す
。
六
五
六
二
ハ
五
七
二
ハ
五
八
・
六
六
四
二
ハ
六
五
二
ハ
六
六
こ
ハ
六
八
こ
ハ
七
四
二
ハ
七
五
二
ハ
八
〇
■
六
八
三
こ
ハ
八
 
 

四
・
山
ハ
八
五
二
八
八
七
二
ハ
八
八
二
ハ
九
一
二
ハ
九
六
・
七
〇
三
。
 
 
 

（
聖
 
昭
和
三
六
年
1
月
刊
。
第
一
篇
第
〓
早
の
「
4
 
山
家
集
の
成
立
、
お
よ
び
価
値
」
。
 
 
 

（
堅
 
「
鑑
賞
日
本
の
古
典
 
9
』
（
昭
和
五
五
年
川
月
刊
）
 
の
一
山
家
集
」
の
「
解
説
」
。
 
 
 

〔
塑
 
「
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
 
H
』
へ
昭
和
五
二
年
3
月
刊
）
の
「
山
家
集
L
り
「
総
説
」
。
 
 
 

（
竺
 
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
山
家
集
」
（
昭
和
五
七
年
4
月
刊
）
の
「
解
説
J
。
 
 
 

（
望
 
「
山
家
心
中
集
解
題
」
（
「
日
本
名
筆
全
集
」
昭
和
四
六
年
8
月
刊
「
「
山
岸
徳
平
著
作
集
 
1
L
（
昭
和
四
六
年
1
1
月
刊
）
に
、
「
山
家
心
中
集
に
就
 
 

い
て
」
と
し
て
収
＃
。
 
 
 

（
望
 
「
山
家
集
商
号
考
」
（
「
国
語
国
文
研
究
」
第
四
四
号
、
昭
和
四
四
年
9
月
）
。
 
 

（
付
言
）
 
本
稿
は
、
稿
岩
担
当
の
昭
和
五
十
四
年
鹿
講
轟
「
日
本
文
学
講
読
す
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
木
桶
の
骨
子
 
 

は
、
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
例
会
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
）
に
於
い
て
、
口
頭
で
軸
色
し
た
。
病
習
に
蓉
加
L
た
学
生
諸
 
 

君
、
例
会
の
参
会
者
諸
氏
よ
り
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
ま
た
、
本
稿
「
上
」
に
関
L
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
種
々
有
益
な
御
教
示
 
 

や
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
中
で
、
畏
友
杉
浦
清
志
君
よ
り
、
問
題
の
歌
の
痛
者
の
解
釈
の
不
備
を
、
適
切
な
用
例
を
多
く
示
し
っ
つ
 
 

括
摘
さ
れ
た
。
以
上
、
こ
こ
に
記
し
て
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
 
 

猶
、
本
稿
脱
稿
後
に
刊
行
さ
れ
た
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
集
』
（
昭
和
五
十
七
年
五
月
刊
〕
 
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
引
用
や
伝
本
 
 

名
を
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
松
屋
太
の
全
貌
も
判
明
し
、
本
稿
の
改
稿
を
考
え
た
が
、
既
に
報
告
し
て
あ
る
「
上
」
と
り
関
 
 

連
も
あ
り
、
改
稿
せ
ず
に
お
く
。
木
橋
の
調
査
の
確
認
な
ど
、
こ
の
全
集
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
学
思
を
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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